




1

2

8

2

16

20

24

25

35

36

3---

1

㈱国際電気通信基礎技術研究所

ATR通信システム研究所

「臨場感通信会議のための人物像処理」

ATR自動翻訳電語研究所

「声質変換の研究 J

A T R視聴覚機構研究所

「 ニュー ラルネットによる画像情報の処理」

ATR光電渡通信研究所

「半導体量子井戸を用いた光非線形効果の研究」

ATR研究発表会開催状況

「自動翻訳電話国際シンポジウムの開催状況」

ATRでの主な研究会開催状況

外部発表紹介(平成元年10月̃平成 2年3月 )

受賞者紹介

第1回ATR表彰にっいて

テクニカルレポー トの販売

音声デー タベースの追加販売について

岡 田 桂 治

阿 部 l王 イ中

曽根原  登

片浜 久・藤原資三
小 林 規 111i1三1i





卷 頭 言

国際化と独創性

㈱国際電気通信基礎技術研究所

:取締役企画部長 岡 田 桂 治

ATRは  「電気通信分野における基礎的 -独創的研究の推進」、 「産・学・官共同研究の場
の提供」、  「 国際社会への貢献」、 「関西文化学術研究都市における中核自1J役害l1」 と ぃ う 理 念

の基に設立され、 すでに4年が経過しました。  昨年には、  関西文化学術研究都市に竣工し

た研究所へ移転し、 1万人を越える来1方者をお迎えするとともに、ATRで活躍した研究者

約150人が各企業、国内外の大学等へ復帰しました。 単に学術的貢献だけでなく、人のネッ

ト ヮークを通じた産 ・学 - 官の協力体制にも貢献していると自負しております。
さ て 、  国際化とは何なのか。 内村鑑三(1861-1930 )は「世界とは熊さん、八さんのことだ」

と言つています。熊さん、八さんとぃ うのは、我々と伴に居ると同時に、世界中どこにで

も居る、 世界に対して恐れなぃ、 世界をもそうぃう個別に似た何かから成り立つてぃるも

のであると考える。  ヨーロツパに行けは、-、速f'通が歩いている。そんなものではなぃ、熊さ

ん、  八さんが歩いてぃる。  真の国際化は自国の文化、 技術を認知することから始まる。  自

分の国を理解し得ない者は、 国際人に成り得なぃ。  日本文化発祥の地、京都、奈良にATR

があるこ とは 、  国際化推進にとっで好運であったと言えよう。  研究分野におぃて国際化を

推進するには、t11:界一流の研究をし、独創的成果を t量:界に向つて発表することである。 い や

でも国際舞台に立たされ、 立派な国際人となり、  日本の国際化に貢献できよう。

それでは、 独創性とは何か。 これにっいては、  1978年「生物エネルギーに関する研究」で

ノーベル化学演を受賞したPeter Mitche11のことばが印象的である。 「科学は冷い理性的

な活動ではなく、素晴らしぃ人間的、社会的活動なのです。だから、あまりオリジナリテ

ィを主張するのは全く間違つたことなのです。 アインシュタインが相対性理論を発表した

時でも彼自身は革命的な理論ではなぃとぃう立場を維持した。 最小の変革ですむように考

え る こ と が 、  良い仕事をしようとする若い研究者が心がけるべきことです。」

他との違いを解り易く解説し、 信念を持つて自分の研究を推進することは当然必要であ

るが、独創的かどうかは、社会が、歴史が決めるものであり、本人が決めたものは独走性と

なる。

ATRは、  研究の視点を機械から人間へ、 現象から本質へ、 提供者からお客様へと移す

ことによる発想の展開を図つています。このためには、産・学 - 官の協力体制を維持する
と と も に 、  より等科際的研究を本提気よく推進し、的解の知惠を引出す必要があろうかと考え

ます。 これによ り、一企業では出すことの困難な新しぃパラダイムの成果が出るものと確

信して居ります。
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1 ま え が き

画像通イ1;i支術の進歩によってli111.れた1リi-に1,'1る人の
間ておff _いのff11やf頭、L、il、-を見なから j通信できるように
なりました。  しかし 、お f / _い力'実1;1に面.炎してぃる
よ う な “ 感 覚 ” を伝え合うまてには -11,つてぃません。
当ffl-究1'frでは、  お.f f いかあたかもその場に1,';合わせ
てぃるような感覚で意思a東通か図れる通信を 「1, 11,」4,

111'通信」と呼び、その実現に向け基1意tl,1t究を進;,,1 )て
います〔1 、2 〕 。ここでは、その中から人11 :1lf f象を扱う

画像処J111i支i率fにっい て 111,'i介;以します。

2 臨場感通信と人物像処理

1l11,,場f_、,通イ,において、 j:際に面.1f、してぃるかのよ
うな1_?現'を,1111え合うには、  lifし像をあたかも実il1:界の
ごとく 3次元 l l l:11t-の情i;、-としてl- l lf1、;:に.111 111l,てきるよ
う に す る こ と が,頭i要てす。そのためには、 n央像の立

体表r、はもとより税点移動に応じた表 ノJ、内容の更新

等の画像処理技術が必要になります。この場合、双

方の十l'i -i;、-をl1要、像信ij-として正確に送受し、 l1分の前
に相手側の情i1、-を内現し自分側の空田1と観ま1合する方
法 や 、 一一方では、 l 1分側でも相手側てもなぃ要i空の

1l1-通空開を新たに生1,? し、 その11i:通空l1:jのn火像の中
に人物像を合成表ノ]、する方法'1,が考えられます。  こ

こては、 l11l ,場感通信の-つの実現月11態と して 、双方

の空間の情 11iを送り合うのではな< 、 仮111l的に生成

する il Jm空間 (仮想空間) の中に会・義参加者の像を
合成表;,1'するこ とで 、同 - -空間での行在1??を認.1kさ
せ、 全11iか- -'事:に会して面 .,111 してぃるかのような11i1:

覚的l建11 ,場効果をもたらすことと、  これに加えて人 I _
的な空間を利用したシミュレーション'1'1、 面 11 会1iYf

ては実現因美作なl,l11・111:1作業の場をもi是供する 「 仮11iリ,

田j ,aiイ,,会.,i?方式」 〔 3 〕  を と りあけます。
本方式を大現するうえて l11「1大-すへき市要な技術的
第地は、 f1又.'tl生-間内てのll,111場1注要のJi 現 、 国 J ち 、 照明
やf f  i1、-' .-それそれか異なる環境の空1111内に1,'; る複を文
:1')人物の111ll f11 を 、 いかにして 11l1,速の仮患空間の.1l業ii,1.

に,速和1は要なく 1','合 , , J1・1和させて合成表ノJ、するかてす (
f1基'-1lリ、l'装の合成にっいてはテレビ ff文,込'i -で用 い ら
れ る ク ロ マ キー「-,.i 1 か f11、;表l111てすか、2つのl1央像を
1 1',' 1iにi l l f,合わせて合1J反するたけでは、 i1実に人物

のに1影だけをとってみても f 1?定、会i1 '1-:の照明方向と
;,文しなぃイ、llfyf、なものとなります。  ま た 、 会.義参
加 .11か3名以 l -.の場合、 1 人の人物に文、jして f更数の

税点から見た像を合成しなけれはならなぃのて、 視

点f 1uにイ,k々な角度からの人物像をl ,1 j時に報影するこ
と '1,i が 必 要 と な り 'J:用,i1,をii1なう'変l人1 となります。
これを解、l大するには、 人物像を3次元的に扱う、

国1ち、 人物を3次几モテル化し、  これを3次元の仮

ii1 1'開 のi ;it111内へ1l1' き 、 11ま?影 ' i-手手々の条作を -i文さ
せ、  かっft意の方向から見た人物像をll」-生し、  その
ift」多iに,J1,用lしたll;'入,な合成像を1'1'- る こ とか考えられ

ます。

図 1 に11又1tl空間通イ,;会,表における人物像処理の概

要を ノJ、1 します。 '先に述へたイ:1-に、 人物像を3次元的

にi及うた 11;1、)、 ます、 人物の?111., iを3次元モデルとし

て表現する必要かあります。人物の構造は、、1f l ・手

是の41'1」成 l1 人間として  j i 通のものと体Jf1 - 容姿'等個
人f lJ-に異なるものがあります。そこで、 1 l1通な部分

を人物の3次J1::基1l モテルとしてあらかじめ作成し

11111手、i、しておき、  これを  ,通イ; 1開始前に個人の特徽に合

リ、物 '、1,-の映像信号をLJJり出して別の映像イ,1号に
合成する f 、1」、の っ。
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わせて変形し、 特定個人の体型 - 容姿・着衣などを
11' .実に再生できる3次元モデル(個人モデル)を生

成し、 各会11義端末に配布します。 ここではその要素

として、人物の形状的特徴と、人物表面の色彩/テ

クスチャ一2の特徴を考えてぃます。

通信中におぃては、 生成された個人モデルを用い

て、  仮想会議室内での各会議参助者のH央像をリアル

タイムで再生します。 まず、 人物像から姿1111t /動作

および表情/表面の変化を認識・記述します。 こ の

際 、  個人モデルを認識のための知識として用いま

す。 認識結果はそれそれの会議端末に送られます。

各会議端末では個人モデルを用い、 認識結果に従つ

て姿勢/動作および表指や表面の変化等の動きを再

生します。 次に、  仮想空間の照明条件とこの像を見

る111ノ?線方向に合わせてこれに陰影を生成し、 その環

境に整合した自然な人物表面の色彩を再現し、 最後

に 、  仮想空間のしかるべき位置に合成・表示します。

2物体表面の紋様。

こ の よ う に 、  仮想空間を用いる方式では、 従来の

画像通信で扱つてきた映像信号そのものに加え、 画

像の認識 - 理解をともなう高度な処理が必要となり
ます。 当研究所では、 まず必要となる人物の3次元

モデル生成のための技術を中心に検計を進めてきま

した。以下では、人物像の各種特徴の認識・再生処

理の前段階として必要な人物像の抽出技術と、 3 次

元モデル生成のための形状および色彩の認識・再生

技術、  にっいて紹介します。

3 任意背景における人物像の抽出

こ こでは、 任意のff景のもとで機速 ,・されたn央像中

から人物像の部分たけを抽出する技術について系111介

します。 人物像に注目して認識等の処理を行なう際、

11 f景部分の映像を取り除き、 人物像だけを抽出する

枝術は、認識の高準1'i度化・高速化のたもに 1f要な技

術です。 またその際、 '、1,,i用の背・': ;設備等を使つて背
i;、の・1、1'f:1111をl,'1定するのてはなく 、 イ不,,1111の背最のもと
て抽出ができることが、  j重信会議システム等への適

用に対して有効なものとなります。

任意の11 :1・i ,で、'与勿体像を抽出するために、 あらかし
め背一前西1像を記 l'1i、しておき、  これと入力画像をib中交
して差異の大きぃ領域を表、1象物体の領地kとして抽出

する方法の適用が考えられます。 しかし、 この方、,ii

ではllf最が部分的に変化した場合、 この部分も ,11、1象
物体の領与Jkとして ,- i常出出されることになります。こ

の間題を解決するため、 ii録;イ、;f:11'11から物体までの11'l,

離情報を利用して人物の領」1l,kとf f景で変化した部分

の領域をl?_別し、  人物像だけを選択・抽出する手i i :
を検f一、1してぃます〔3 、4 〕 。

図 2に任意ff -i;i- トでの人物像抽出の原理を示しま
す。 、11:体f見による距離情線を利用するため、映像は
左有2台のカメラから並行して入力します。  距離情

線は、左右の映像で同一の物体を対応付け、その視

差最 3を算出するこ とで、 三角測:l 1i iの原理を用いて

11、,1めることができます。  ところか、 一-11l1111に 自1f111画像
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候補領域

背景変化領域

抽出・更新

人物領域抽出
lステレオマッテング)

図2任意背景下での人物像抽出

ては左右の画像間で文、j応する点の特定が111 f1:しぃため、

精度の高い税差:l,1-の検出は因i1管です。 そこで 、 ます

前述の手法を通用し、 1111.,1a由1像と人物像を含む入力

画像との.L11中女から差異の大きぃ領知,kを人物像のilf -許商
領域として左イ ,の映像でそれそf し検出し、 次にその
f -心イ1f i11iを左右の文、1応点として i11t補領J1lll1の11iイ 1で 1f11

高部情報を求め人与勿像に.111 、1'lする領i ,kのみを選択 ・i由
出します。 條f l l1領??の月/状はノ,右で必すしも一:f1,1:し
ませんか、 ,項.1心位 1置を用いることでJ l :,i状の相違を11及

収し、 視1a'i11:を大きな ,-f i差なく算定てきます。 ii要き補

領J1,1,1 と  しては人物の領??と、1', i ,で変化した部分の領
域力'f?救個検出されますが、  通信会識、1iを想定した

場合、 i出:;イ f 1 l1'iから人物までの距, 111は既 11、l1であると

考えられるので、求めたf l l高に,1 l'f 報 を使 う こ とて.表、''1
領あ,kの選択 - 抽出は容易に行なえます。
これまでの検,、1一では、 通常のテレビカメラを用い

た実驗で、 i女録1距高1l.の10%不'i度の,i'、差範開て特定イ、

1 ;1l にある物体 (人物 )の領域を選択・抽出てきまし

た。 また、 i1;t許商f真域の抽出に通用した手法は、 2つ

の画像をその11.1淡レベルで比中変するものですか、 こ
れだけでは中金部部を精度良く抽出できなぃことが分

りました。現在、中念部部のl111 1度を向上させる手法、

処理の高速化について検,,すを進めてぃます。

3左右の映像間での同一物体の横方向位置のずれの

ことで、速くにあるもの程値は小さぃ。

抽出画像

_ 1

4 人物像の色彩情報の認識。再生

3次元モテルを用いた人物像の入力 ・西生のため、

l1央像入力時の照明条件にとらわれなぃ人物表面の色

11l11/テ ク ス チ ャ ーの ;認識l,、 ぉよび、  その認請?結果を
用いて任,ii、に'j-えられた照明条件に整合する色??/
テクスチャーを llj'll:する検,1 1を行なってぃます〔5、6〕。

3次元物体の映像を生成する技法として、 物体の

3次元J11,1状を表すモテ'ルの表面に実1勿から得た画像

を計算機l _て f k り付けることでリアルな物体像を生
成する、  い わ11111)るテ ク スチャーマツ ピング手法かあ

ります。  しかし、 これにより生成した画像を別の画

像と合成しようとした場合、  l1長り付ける画象自身に

入力時の照明条件によるにi 影がついてぃるため、  合

成した画像はその照明環境に ;J , i和しなぃ,f1自然なも

のとなります。  また、タ・1象物体が人物のような変形

するものてある場合、  物体形状と j長り付ける画像の

1演、j1,1,1形状か大きく食い1,iiう こ と が あ り 、 合成像に益_
み力'生じるなどイ、異合が生じます。 このため、  入力

時の照明条作に関わらす物体本来の色不5を認,一請&する

技術と、  物体の形状変化に関係なく、 かっ与えられ

る任1f、の照明条件て色不?を1f ]生する技術が必要とな

ります。

図 3に人物像の色系y情報の認織・ .lf]1生の流れを ノJ、

します。 通常人間は画像の色系多を表現する除、 度南



は月几色、 シャツはブル一等のように、  領域の名称と

その物体本来の色,l,11,で表現します。 この表現には照
明による陰影および領域の形状に関する条件は含ま

れてぃません。 本手法でも、 領域名とその色彩/テ

ク スチャーで画像の色彩情報を認識・記述すること

を特微とします。そのため、以下の流れにしたがい

まず人物像を物体本来の色彩が均一な領域ごとに分

割し、 領域の名・称とその内部の色彩を認識・ 11已述し

最後に、  与えられた照明条件と領域形状に合わせて

色彩を再生します。

(1) 領域分割

陰影による影響を回選するため、 領域分割は

明るさに関係なく物体本来の色を表す色相値を

用い、  画像をほぼ同一の色相値からなる領域毎

に分割することで行なぃます。  ただし、  色相値

は彩度即ち色の強度の低いところでは不安定に

なる性質があるので、 彩度に応じた適応的処理

によりこれを防ぎます〔 7 〕 。図 4に領域分割結

果の例を示します。

(2) 領域認識と色彩記述

分割領域と人物の3次元モデルとの対応をと

るため、  各領域が人体のどの部位にあたるかを

認識する必要があります。ここでは、 人物像に

ついて、領域の色彩、大きさ 、位置に関する知

識を利用して、月几、毛髪等の領域を認識します。

次に、分割領域毎に、割目のヒス トグラムと彩

度の代表f直で色彩を記述します。 テ ク ス チ ャ ー

にっいては、  近い値を持つ複数の色相の統計的

分布として表現します。

(3) 色彩再生

明 る さ 即 ち険 影は仮想空間の照明条件から、

また領域の形状は3次元モデルからそれぞれ生

成し、  これらと認識結果である色相値・彩度値

を用いて空間に調和した自然な色彩を再生しま

す。 図5に色彩を再生し仮想空間に合成表示し

た例を示します。

現在、  テクスチャーにっいては簡易なものを対象に

してぃますが、 今後、 複雑なテクスチャーを扱える

手法にっいて検討を進める言,11画です。
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l r-一前処理
l 
l l 顔領域分割、輪郭線抽出

5 人物頭部像の形状認識。再生

人物頭部の中て産f 1は特定f間人の与i徴を良く  表すた

けでな く 、  その表h 1は,1 「 し f の 1置要情を表現します。

したかってll然な産f1画像のl1」生のためには、 11111 l1な

個人モデルの'1:成が必要てあり、  イi',.かの差異か強い

イ、1自11リ、:1藤を f j -えるf色険性もあります。 特定個人頭部
の3次元モテルを ll f f i; に'1成するためには、  人物.llfi

部の月-f状 認,ilk処i111により11 、'f 徽 点 1 を l1 し く抽出する
必要があります。

1,没に、 正面f数画像において照明条件の変 fヒか少

なぃ場合には、 ある程度'表:定に特微点の2次元イ,'r.11f,

を抽出できます。 しかし照明条作によっては、 例え

ば'ら真と 1?の彦1l渡レベル差が少さぃた,11-)ii1の1111il1111l11が
l 1 -確に求まらなぃよ ぅなことがあります。この間1理
を解决するために、  yfl部のl11面像と側面像に文、1して 、

限、  l l '字の1?1を構成する要素の 1l f:1'1や形状を:1、l1,,1?と
して利用するこ と に よ り 、 11、'1微点の3次元f,1,:11'l1を'1,,.
定に抽出する手、,_111について検,,、1してぃます。  また、
その抽出情 r l1lにより基準モテルを変月fし、 11l1l1部像の

3次元モデルを自動的に生成する手 、t_i にっいて検n j
してぃます〔8、9 〕 。

図6に人物 11f l部像の形状認 ,ii'&と基,1l モテ'ルの変月-f

の処理過程を,]、します。 人物の11111面部におぃて「t個

人の特徴を表すのは、 産f1輪部線の情報および限i;,i11

とぃったf差f1の械成要美、に関する情報です。 これらの

情中長を画像処理手法を用いて抽出するために、 人物

取部の正面像と側面像をii影 し、 各々の画f象より1111'
領域を分割し産f真の中納船iを抽出します。

側面中念,部線の形状は、 l当f 1の械-成要素の特徴や1l、f 11f

を良く表します。 したがって側面輪部線の成1率に着

目して、 曲率の大きな点を特徴点の條補として;出出

します。 ここて曲率の大きな点は、 経験的に定めた

値より大きな値とします。特微点の決定は、特微点

の相1l11位置関係について子めもってぃる;、l1識と、 計

測された條一許llll点とをタ、1比することにより行います。

111i1の個人的な形?、}、1i、11徴を代表する点。

,-一 特徴点抽出 一 一一一 一一 一一 一一 一 l

l側面輪郭線の曲率計測

l顔構成要素毎のェ ッジ検出、細線化

3次元座標の決定 」
、1

r-- 一 基準モデルの変形

特徴点座標に基づく J頁点の移動

l

l
」

図6人物頭部像の形状認識と変形 ,

側面像の1l111.1iliにより決定された側面中 11部 線. l-.の特微
点の if'直イ1:11fiに基つき、  正面像および側面像の限、

11111、 l 1部,, 、'11を?々含む、小領域を限定します。次
に、  特微点を l l f l lに検出するために小做.l11,に と にェ

ノ・検出処理、細系現Mヒ処理1f,-を行い、与i微点の 3次
元座111'、をi大定します。 図 7 は l'1 111,Jn由出された特微点
の3次元座標を原画像に f ,laて表,1、したものです。

この特微点抽出法の特微は、(1)側面,1,,111部線の曲率
の大きぃイ 111 i川 l'i報を知f1 &とすることにより、  容易tに

構成要素の位11'tを決定できること、 ( 2 )小領域の大き

さや位11f を、  側面像より得られた特徴点の術用11-j係

に基ついて通応的に変化させることにより、  抽出す

る;'、11象が明確となり抽出f l'1度を向1 _で き る こ と 、 か
指けられます。

変形は、 ます正面中111ii1線に対応する基lllf -モテル_1:
の項点を移動させ、 次に特微点座標に対応する頂点
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を移動させます。その他の「真点は特徴点の移動_l,1に
基つき線形移動させます。 基,1f.モテルの変形度合い

が小さぃほど、  ,a' i差は少なぃと考えられますのて、
基準モデルと  して標準的な1l1部モテ°ルを用いて変形

処理を行い、個人モテルを'l:成します。最後に、個
人モデルに、(選.淡情報を付 '11-することにより顧画像を
1i].ノ1: します。 変形後の3次元glfi部モデル及び内-生i家1
画像を各々図8、 図 9 に,j、します。 ll1-生した3次元
11f1画像の品質1,平価、およ,'ノ''11111以外の部ノi-の認識・ 11i
生にっいても検,1、1を進めてぃます。

6 お わ り に

解1,場感通信の実現をめざし研究を進めてぃる人物

像処理技術、特に人物像の抽出技術、人物像の形状

および色彩の認識・再生技術について紹介しました。

これらの基礎技術には解決すべき課題が数多く残さ

れてぃますが、  画像通信に限らず様々な分野へ適用

できると考えられます。今後、 一変勢/動作の認識・

再生についても研究を進めるとともに、  リアルタイ

ムで処理を行なうための検11fを行なぃ、 高速で信來員

性の高いシステムの構築をめさします。
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研究動向紹介

1 は じ め に

人と人 との コ ミ ュ ニケーシ ョ ンで一最も日常的に使

われる音声には、 意図を伝える情報l11j,、外にも、  いろ

いろな情報が含まれてぃます。その1つが、音声の

「個人性」と言われるものです。ラジオで対談を間く

場合には、 音)11'';の個人性をたよりに誰が発言してぃ
るかが判ります。乳動児がf li:親の.1一だけに敏感に反
応するのも、  音j-,の個人性を間き分けてぃるためで
あると考えられます。  また、  家1族や友人と電語でi111

す場合には、 私たちはその)1'1によって本人であるこ
とを確認します。相手が〇〇だと名のっても、 j一が
違つてぃれば別人かもしれなぃと疑うはずです。 こ

う み る と 、 當 l-1の個人性は普f1 1 に よ るコ ミ ュニケ ー
ションで、重要な役割を果たしてぃることが判りま

す。

さて我々の研究l听では、 自動議説,訳電語の実現を日

指して研究を進めてぃます。 自動細訳電話とは、 発

声された日本語音声を認識し、 それを英語に話おf訳し、

英語ffi1'iを合成して出力するものです。 もちろん逆
の方向として、  英語を認識して日本語iii声を合成し

て出力する必要があります。その際、合成された英

語音11''が本人の普声とかけ離れてぃては違和感があ
ります。つまり 、 日本語を発声した人自身があたか

も英語を話してぃるかのように間こえる必要があり

ます。 そこで、  声質変換によって、  合成された英語

音声に日本語を発声した人の個人性を付与すること

を行います。 --般 に、 1111質変換とは音声の個人性を

変える技術ですが、 ATRでの声質変換の研究は、

特に上記のことを目的としてぃます。ここでは、我

々の提案する声質変換の手法〔1〕について述べます。

2 音声の個人性

音声の個人性は、 大まかに2つの側面から提える

ことができます。その1つは青1°,,のスぺク トルに現

れる連いです。私たちが青声の質を表現する時、男

性らしぃ j'や女性らしぃ声、算つまりの声やよく通
る .1・- とぃった言葉を使いますが、  これらは音声のス
ぺ ク  トルの違いに対応しています。 二人の話一者の発

声 し た 「 あ 」 と 「 い 」 の 音 .1''のスぺク トルを図 1 に

示します。 同じi i j者でも、 発声者が異なると大変違

ってぃる こ とが网 ります 。

f11波数(kHz) 周渡数(kHz)

女性 Bさんの発声した「あ・  女性8さんの発声した 「い 」

図1  音声のスべクトル

111fi-・1の個人性のもう -つの側面は、  lfi1平と呼ばれる
ものです。l11iitl'とは、  高' l1liiの細.表先時開、 イ ン ト ネー
シ ョンのこ とをぃいます。 l l '-口でしゃべる人かいた
り 、 ゆ っ く り し ゃへる人がいたりします。私たちが

人の,話し方をまねる場合には、 この1考iit-l1特徴を強調

します。

3 ぺ ク  トル量子化による声質変換

ATRでは、第一の側面である音声スぺクトルに現れ

る個人性の変換を研究しています。 音声スぺク トル
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に現れる個人性は、 音声スぺク  トルのピークの位置

や ピークの鋭さ、  スぺク  トル金f本の傾き等の特徴量

で決められます。 従来の声質変換の方法では、 これ

らの特徴量を個人毎に求めて変換してぃました〔2〕

〔 3 〕 〔 4 〕。ところが、個人性を決定する特徴量を求

める こ とはた ぃへん難しぃ問題です。 我々のアプロ

一チの利点は、 特徴量を求める必要がなぃことです;。

以下に、 ATRで研究されてぃる声質変換法を説明

します。

3.1 ベクトル量子化

ここに、多量の音声スぺク トルがあるとします。

この音声スぺクトルの中で、  よく似たもの同士を1

つのグループにまとめていき、  音声スぺクトル全f本

をぃくっかのグループに分類します。 そして各グル

ープ毎に代表パタンを決めます。 このようにすると、

各々の音声スぺクトルは、  それ自身力'属してぃるグ

ルーブの代表パタンで近似できます。従つて、代表

パタンの集まりで音声スぺクトル金f本力'効率よく表

現できるわけです。 この考え方はベクトル量子化と

呼ばれてぃます。以後、代表パタンをコー ドベク ト

ル 、代表パタンの集 り を コー ド ブ ッ ク と 呼 ぶ こ と に

します。 さらに代表パタンに番号をっけて、代表パ

タンを送るかわりに番号を送れば、  情報量が1放1減し

ます。これは、音声や画像の情華l到一B縮でよく使われ

る技術です。

我々の提案する声質変換法は、 こ のベ ク ト ル lf 子

化の考え方を使います。音声スぺクトルは音声の個

人性を全て含んでいるわけですから、 各話者ごとに

コー ドブックを作成すれば、  このコー ド ブ ッ ク に よ

って個人性を表現することができます。 その結果、

特徴量11iiに個人性を抽出する必要はなくなります。

我々の実験では、 個人性を表現するために256個の

コー ドベクトルを使つてぃます。コー ドベク トルの

数が少なぃと 111登_ (量子化雑音)が大きくなります。ま
た、  コー ドベクトルの数が增えれば、量子化雑音は

減 り  ますが処理が複雑になり ます。

3 .2 マッピングコー ドプックによる変換方法

声質変換方法の基本的な考え方を説明しましょう。

説明を簡単にするために、音声には 「あ」 「 い 」 「 う 」

の3母音しかなく、各-母言が1つのコー ドベ ク トル

で代表されている場合を考えましょ う 。さらに、同

じ母音を表現するコー ドベクトルは、  話者Aと話者

Bとの間で対応がわかっているものとします。この

ような場合のコー ドブックの関係を図2に示します。

図2では、丸印が1つのコー ドベクトルを表してい

ます。このとき次のよ うにして、話者Aから話者B

への声質変換が可能です。話者Aが 「い 」 を発声し

たとしましょう。まず、言11i者Aのコー ドブックの中

から、  発声された音声のスぺクトルに最も近いコー

ドベクトルを選びます。次に、  このコー ドベ ク トル

に対応する言1f者Bのコー ドベク トルを選びます。 す

る と このコー ド ベ ク ト ル は 、 話 者 B の 「 い 」 のコー

ドべクトルですから、  これで話者一Bの個人性を持つ

た 「 い 」 が得られたわけです。 111、nの よ う に 、 同 じ
音組同士の 1対1対応がとれたコー ドブッ クがあれ

ば声質変換が可能です。この1対1の対応のとれた

コー ドブックの組をマッピングコー ド ブ ッ ク と 呼び

ます。
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と ころが 、  実際にはコー ドプックが各話者こ'と に

作成されるため、 lii,者Aのコー ドベクトルと商商一者B

のコー ドベクトルとの間で、  どのコー ドベクトルの

音線性が似ているかは判りません。また、各11111一者ご

とに作成されたコー ドブ ッ クでは 、必ずし も 1対 1

の対応がとれるとは限りません。  そこで加何にマツ

ピングコー ドブックを作成するかが間題となります

3 .3  マツピングコー ドプックの作成方法

図 3にマッピングコー ドブックの作成法を示しますc

話者Aと話者Bに同じ単語を発f l一 してもら ぃ、 こ の

音声を用いて対応関係を求めます。 まず、 11-,要一者Aと

話者Bが発声した青声をそれぞれ短い時間間隔で分

析し、  時々刻々の者'声スぺクトルを得ます。 次にこ

の音声スぺクトルに対して、各語一者のコー ド ブ ッ ク

の中から最も近いコー ドベク トルを求めます (ベク

トルf量:子化)。

図 3  マッピングコー ドプックの作成法

このようにして単語音声は、  言1f者Aのコー ドベク

トルの列と話者Bのコー ドベクトルの列とで表現さ

れます。 両話者は同じ単語を発声してぃるわけです

から、各時刻のコー ドベクトルは、音青負としては同

じ音のはずです。従つて、各時刻のコ一1、 ベ ク ト ル

の対応づけから、 同じ音線を表してぃるコー ドベク

トルが判ります。このような対応付けを、いくっか

の単語を用いて行い、マッピングコー ド プ ッ ク -を求

めます。

3.4 変換実験

本手法を用いてiリi性の青1、 ,を女性の普 111iに変換す

る実験を行いました。マッ ビングコー ドブ ッ クは 、

ifl'f のスぺク  トルと基木用渡数にっいて作成してぃ

ます;基本周渡数とは普声の高低を示す特徴iftで、男声

と女声のように音f 1:の高さが大きく異なる場合には重

要です。本手法の有効性を評価するために間き取りによ

る実験を行いました。まず1、リ用iの高 1l :- (M)、女性の音
J'' ( F ) 、  りi性から女性に変換した1-行1,(M F ) 、  スぺ

クトルだけを-リi性から 11,11性へ変換した青Jii (MF s ) 、

同様に基本1,11i渡数だけを変換した音 Ji 1 ( M F p )を

作成しました。これらをぺアにして1 2名の被験者に

間きぃてもらぃ 、  各ぺアの似ている度合いを判断し

て i fいました。  実験結果を図4に示します。 図 4 で

は、 丸印開の距高f 1が近いほどよく似ていることを示

します。

r-

-

-
-
-
-
-
-

-
-

-
この結果から、女性らしぃ音声を得るためには、

音声のスぺクトルと基本J'111渡1数どちらも欠かせなぃ

情報であること、  これらを組み合せて変換された音

声(MF)は目標とした女性の音声(F)  に非常に似て

いる こ とが判 り ます 。

4 言語間にわたる声質変換

まえがきで述べたように、  自動翻訳電語では、 日

本語音声を発声した人の個人性を、 翻1訳・合成され
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た英語音芦に付与することが必要です。 我々は、 こ

れを言語間にわたる声質変換と呼んでぃます〔5〕。

ベクトル量子化による声質変換を用いて、 言語間に

わたる声質変換の実験を行いました。 実験システム

を図5に示します。 規真1」合成システムとは英語のテ

キストを入力として英語音声を出力するもので、音

線性 、 ア ク セ ン ト や イ ン ト ネーションなど英語に関

する知識がたくさん蓄えられています。

/

、、''一一一，'j
一一一

と

ン

ム

ピ

テ

ッ

ス

マ

シ

の

ク

成
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ッ
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プ

割
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規

語

一

語

本
r
-

英

日

グ

日本語話者の

声質をもった
英語書声

図5 言語間にわたる声質変換システム

この合成音声に声質変換で日本人言舌者の個人性を

付与すれば、 その日本人言舌者が規真、l」合成システムの

持つ英語の知識を持つたことになります。規則合成

シ ス テ ム ( 男flf)で合成した日本語100単語と、日本

人言 111者(女性)が発声した10 0単語とを用いてマツピ

ングコー ドブックを作成して声質変換を行います。

実際に実験を行つたところ、  変換された音声は、 英

語の明對常性を保ちながら女性の音声に変換されま し

た 。

5 おわ り に

ATRで行つてぃる声質変換の研究にっいて述べま

した。 声質変換の応用としては、 これまで述べたも

のの他に、 発声器管に障害がある人の不明瞭な音声

をはっきりとした普声に変換したり、普通の人の音

声をアナゥンサーの音声のように張りのある音声に

変換することが考えられます。  また高度な声質変換

が可能となれば、  ラジオやテレビから流れる音声を

自分の好みの人の声に変換して間くことも可能にな

るでしょう。今後は、変換された音声の高品質化を図

っていく  と と も に 、  音声の個人性のもう一つの側面

である音員律の特徴の研究にも取り組んで行きたぃと

考えてぃます。

a a
〔 1 〕 M. A b e , S. Nak amu r a ,K . S h i k a n o ,,

H. Kuwabara , ' 'Vo ice  conversion through

vector quant izat ion”, ICASSP'88,S14.1,,

pp655 -658(1988)
〔 2 〕  佐 藤 :女声を特徴づける音響パラメータの研

究、 電子情報通信学会論文誌V〇L57-no.1
(1974)

〔 3 〕 桑原 、都木 : 分析合成による声質変換と口要声

改善への応用、音声研究会資料sp86 -57(1986)
〔 4 〕Ch i l d e r s ,D. G. , Y egnana r a y an a ,B . ,Wu ,,

K. , ' 'Voice Conversion:Factors Respon -
sible for Quality” , I CAS SP , p p. 748-751,,
(1985)

〔 5 〕 ;可部、「言語間にわたる声質変換」音声研究会

資料、 sp89-123(1990)
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研究動向紹介

ニューラ ル ネ ッ  トによる圖憾 'f青経の延題

1 は じ め に

私達が見たり間いたりして11、1象を理解するのは、

1111lの神経回解間 ( ニ ューラ ル ネ ッ ト ヮーク ) の 働 き

によるものです。人開の月11'1では、非常に多くの神系、最.

細胞  ( ニ ュ ーロ ン )  が多数結合して、  相1二L作用を繰

り返しながら、  情報の処理をしてぃると考えられて

います。

このような1腦の働きを理解するには、 個々のニュ

一ロンの性質を調べると と もに、多数のニューロ ン

が結合 したネ ッ ト ヮークとしての性質を明らかにし

てぃ く必要があります。すなわち、ニューラ ル ネ ッ

ト ヮークの数理的なモデルをっくり、 その性質を調

べ た り 、  人間の対象を理解する特性と比1咬すること

が重要となります。

本i高では、 神経回路モデルの数理的性質に基つい

た画像情報の処理にっいて述べます。

2 緩和キ申経回路モデル

11中経回路モデルには、 神経回路の状態を示す一つ

の関数 (以下、 これをェネルギ一関数と呼びます)

が定義できます。ある極の神経回路モデルでは、 J通:

くのニューロンどうしの相互作用からなる演算を、

並列に繰り返し行うに従い(局所並列処理)、  工ネル

ギーが時間変化とともに減少するとぃう性質があり

ます。このような神経回路モデルを、緩和型神経回

路モデ 'ル(Relaxat ion Neura lNetworks )と呼びま

す'' ) ( 2 ) ( 3 )。

このモデルの、  局所並列処理によるェネルギ一最

小化の特徴をうまく利用すると、通常計算11111が多 く

て解くのが困難なぃろぃろな,11t通化間題を高速に解
く こ とができます (2 ) ( - '。

以トに、f要和11;'1伸経l l ,1f各モデルの画像情1ili処理へ

の応用例として、 11要1i淡l1l11像の1,1Jリi的な特微をとらえ
た211 l1l 表 現 と 、  本flく標木化した画像の復元 '''への

通用について述ぺます。

3 濃淡画像の2値表現

1i1?淡のあるl商 l 像を、新聞写真のように、  1 ( 1l- 1)ま

たは0C1、、)の2つの点で表現しても、 人l 11ljの同は1J空1

淡のあるように感します。  これは、  l11と1 111,の画素か

交f f:に1上まってぃる部分は、 少し高ll.れて見ると灰色
に見える と ぃ う し くみに よ る ものです 。 この よ う な

画像の表現を空l111的階,f ;11表.1;見と, 11います。

これには、  できるたけ原画の1-、'H数を抽えた2イ成l由1

像を、  どのよ うに精成するかとぃ う こ とか間題とな

ります。この間,里は、 1 と 0の画素をどのよ うに空
開的に配;1fiするかとぃう大期実な最通化間是111と見な

すことかできます。

そこで、  '行画其、をニューロンに対応させて、  その

出力か0か1の有f ;_を取ることと、画素の2つの明るさ
と を 1又、1応させます。 こ の ー ューロンからなる i、中経回

路モデルによ り 、  . 1 -述の間題を解くにはェネルギ一
関数を定める必要があります。これは、  この間1組を

解くのに必要な条件を11'統1是し、かっ専.iましぃ特性か

得られた時、  エネルギーか最小となるように定めま

す。 i1l 体的には、次のような3つの項の和として、

1M本のエネルギ一関数を定めます。

(1) ある画素の近くの領あ,地(.if1イ,募,系 ) に お け る 、 ィ 11t
淡レベルと2値画像の開の明るさの差が、  最小に

なることを要求する項。

(2) 2値画素の値が0または1のイl1をとって、  中間

値を取らなぃことを要求する項。
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(3) ー ューロ ン が ,1111定に動作するこ とを要求する条

件。

このエネルキ'一が金f本として減少するように、 =ユ
ーロンの状態を変更してぃきます。このような計算

は、  ー ューロンの近イi警,系の相互作用からなる処理で

行われます。

図1に、本方法による実験結果を ノJ、1します。これは、

1 検度レベル0̃ 255からなる球面を示す画像を神経

回路モデルによって2イ直表現した画像です。 自然画

像に通用した例を図2に示します。( a )を原画像とし

た、 2値画像表現(c)を、 ,1111識llJディザ法'7 ' と ぃ う 従

図1 幾何図形の2値表現

来手法の一つによる2値画像(b)と上l:1較して示してあ

ります。原画像の局所的濃度レベルに応じ、 2値画

素がうま く配置されているこ とが分かります。

この方法では、 機淡レベルを白と果の2値画素の

密度で置き換えてぃるため、 輪郭部分がぼけるとぃ

う現象があります。  と く に 、濃淡画像と 、文字など

本来白黑2値で表現される部分が混在してぃる場合、

文字などの輪部部分にぼけが目だってしまぃます。

一方、 前述のェネルギ一関数を工夫することによ

って、機1炎の急激に変化する簡所(エ ツ ジ ) を 識 別

することができます '2' ( -'。すなゎち、機1炎部分と白
照- 2値の部分を識13 ljで き る こ と に な り 、 白無 2 値の

部分に対してはなるべくもとの2値表現のままにな

る よ う に し ます 。 こ れは 、 ニユーtコ'ン間の相互作用

を 、エ ッジ部分で切断すると ぃ う こ とによって処理

されます。

図 3は 、  原画像(a)に対する処理結果c)を、 従来手

法である 111l様識的ディザ法による2値画像(b)と比率変し

て示してあります。  図3(b)と上b較して分かるように、

この方法は、文字や写真から構成されてぃた画像に対

しても、局所的な画像の特徴に応じた良好な画像の

2値表現が実現されてぃます。
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a)原画像 ( b )ディザ法

マ ト リ ッ ク ス ( 4 x 4 )

図3 文字と画像の混在する画像の2値表現

lc)2値表現画像

4 濃淡画像の組い標本化と復元

画像は1111大なデータから構成されてぃますが、  画

像(: r・、11質を う ま く 定め る  (モテ'ル 化 す る ) こ と に よ

り、少なぃ特微開fti で表現することができます。そ

こで、  機炎画像を11111く標本化し、 この標本点のデー

タのみから、  もとの画像を複元する続和型神経l111路

モデルについて述べま:す。

画像の複雑さに対応した標本化を行なうため、 i農

度が満らかなに変化する場所では組く、  急出陵に変化

する場所では細かく 、 とぃったように標本化を行な

う必要があります。そこで、標本化を行う 一一つの方

法 と  して、 水平方向の濃度レベルに 111、って、 一定の

長さを持つ物差で濃度の変化を、 的:線的に近似しま
す。こうすると、画像は、物差の水平軸に射影した

長 さ と 、  物差力'垂直方向に対して正または負のどち
らの方向に変化するかとぃう極性、 で記述できます ( 7 '。

図4( a )に、  図1(a )の画像の標本化で選択されたデ

一タ点を示します。図に示すように、濃度変化の大

きぃところでは細かく、  それ以外の所では組く標本

化されてぃることが分かります。

つぎに、  このようにして得られた画像は、 一様で

なぃ標本点から構成されてぃます。 このため、  緩和

型のイ中経l l 1路モデルにより標本点以外の画素の119t度

レへルの11i元を行います。 この画像の 使元のための

エネルギ一関数として次の3つの項を定めます。

(1) -般に画像のl理1,淡は1ii らかに変化することから、
1iti111の変化とl11i が り 1し合を同時に最小化すること

を要求する.',1 l'''。

(2) イ1111本点における1農'l炎レぺルの、  観1田イl11 と複元値

の差を最小化することを要求する項。

方、この条件たけでは、 ,機炎レベルが急唆に変

化してぃるl、l'i報が失われ、 ぼけた画像となってしま

います。 そこで、  物差のノ!t平中出の長さか短い場合に

は、 1機1炎レベルか急峻に変化してぃると見なし、 消

らかに変化するとぃう条件(1 )をはすして (=ユーロ
ン l''1の相_i-f_作用を切断)、エネルギーの最小化を行い

ます。

図4(b )に、  緩和型神経回路モデルで複元した画像

を,]、します。 画像の・f1連続性を保存しながら、  組 い

イ11、l本点から、 もとの画像が複元されてぃることがわ

か り ます.- 14 -



5 ま と め

; ii,1;1l高では、緩和型神経回路モデルの画像情率,,1l11:,理
への応用として、機炎画像の2値表現と、 組く標本

化した画像の復元にっいて述べました。

人間は実に巧みに膨大な画像情報を記憶したり、

想い起こしてぃます。ここで述べたような神経回路

モデルに基づくアブローチが、人間と似たよ うな巧

みな画像処理を行うためのヒントを提供するものと

考えてぃます。

am参 考 文 献
〔 1 〕  J.J.Hopfield and D.W.Tank : “Neura1”

computation of decisions i n  optimization

problems, BioI. Cybern.52,pp.141 -1521985
〔 2 〕 C.Koch, J. Marroquin and  A . Yui11e:Ana -
1og“Neuma1”Networks i n  Ear ly Vision,,

proc.Nat1. Acad . Sci .USA,83,pp.4263 -4267
1986

〔 3 〕 川 人 、t,也田、曾根原、車1_、三宅 : 「画像情率l1処理
と神経回路モデル」人工知能学会誌、Vo1.4,,

N o.2, pp.27 -34,1988
〔 4 〕  曽根原、川人、三宅 : 「 ニ ューラルネットと画像処

理」計測自動制御学会、講演会予稿「ロポットや

ビジョンの知能化」 、  1989 .10

〔 5 〕 S.Geman  and  D.Geman:S tochas t i c  Rela -
xat ion,Gibbs Distributions and  the Baye -
s ian Restoration of Images , IEEE Tran s. ,,

]1)A M I-6 ,pp. 7 2 1 -741,1984
〔 6 〕 B.E.Bayer :“An opt imum method f o r t w o -
leve lrendit ion of continuous- tone pictur -
es,” Internationalconference o n  c ommu -
nications,Vo1. 1 , p p.26 -11 -26 -15, June
1973

〔 7 〕 E.Walach ,E.K a r n i n : A  Fracta lBased

Approch to Image Data Compression,IC

ASSP86 ,TOKY〇,pp.529 -532
〔 8 〕 D.Terzopoulos:Regular izat ion of Inver -
se Vi sua lP rob l ems  Involving Discontinui .

ties, IEEE  T r a n s. Vo1. P AM I-8 ,No .4 ,pp.
413 -424, .fULY1986
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研究動向紹介

半経量子井戸を J明いた究菲練形効果の研究

1 は じ め に

近年、 非線形光学定数の大きぃ材料を使用して、

新しぃ機能を引き出そうとする研究が各方面で行わ

れてぃます。  非線形現象の応用例として、  ニ ュー

ラ ル ネ ッ ト ヮーク、 カオス、  ソ リ ト ン あ る ぃ は1発電

体を用いたレーザの渡長変換などを挙げるこ とが

できます。 こ こでは平導体1iH -井戸を用いた非線形
光学素子について、 ATRの研究結果の一端を紹介

します。

非線形光学材料として様々な材料の研究1 ' 1 が な
されてぃます。  半導体材料の主な特微は、 ①ナノ秒

( 1億分の0.1秒)  以下の高速応答力HtJ1待できる②

半導体レーザと渡長の整合性がよぃ③進んだ平導体

作製技術が利用できる④電子デバイスと組合せて

ハイブ リ ッ ド な系ができる こ とであ り ます 。光非線

形効果としては、  光双安定素子121や位相共役渡13 〕

などがあ り 、  これらは光情幸1i処理に応用できます。

光情率li処理には、 光の高速性を利用する場合と、 光

の.並列性を利用する場合があり、 いずれの場合も光

双安定性や光しきぃ値特性を示す非線形光デバイ

スが必要となります。光ニューラルコンピュータ〔・' 1

や並列ディジタル光演算 〔 5 1  などの並列光情率lli処理

の場合、空間光変調器や並列光メモリーなどの::二次

元アレイ化が必要となります。  しかしながら、実際

の空間光一情華l1処理に必要な大きな非線形光学持性を
示す半導体一材料が得られてぃなぃため、 二次元アレ

イ化まで進めた研究はあまり見当たりません。今回、

大きな非線形光学定数を示す材料を得るため、Ga

As系化合物半導体11111子井戸を設計・作製し、 光学

特性を調べ、 非線1f?光素子への応用の可能性につい

て検討したので報告します。

ATR光電渡通信研究所

片浜 久1'' 藤原賢三
小林規姫男
* 1現在、住友金属工業株式会社

2 半導体量子井戸を用いた非線形光素子の構造と

内外の研究動向
〇

Ga A sやA IA sなどの二種類の平導体を数百Aの

厚さで交互に積層した構造を、 半導体量子井戸また

は平導体超格子と呼びます。 これらの構造は、 分子

線エピタキシアル成長法 ( M B E )  や有機金属気相

成長法 ( M〇 C V D ) な ど 、原子層オーダーでa英厚
を コ ン ト ロールできる成長技術によって、非常に精

度よく作製できる様になってぃます。  G a As/AIAs

最子,11'戸構造の伝導器、 価電子帯のェネルギー バ ン

ドは図1の様になり、電子や正1fしはGaAsの井戸層

内に二次元的に開じ込められてぃます。

非系義11形光学効果に関係する光学過程を図2に模式

的に示します。図2  ( a ) の エ キ シ ト ン と はバ ン ド

間光吸収によって生成された電子と正孔のぺアーで、

半導体を用いた最子井戸では電子と正1Fしの結合エネ

ルギーが大きくなり、常温でも顕著なェキシトンが

観則されます。このようなェキシトンのエネルギー

や11及収係数が1ll111起強度や外部電界によって変化し非

線形光学効果を引き起こします。図2  ( b ) は サ ブ
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バンド間11及収の例であります。 これらのような構造

を持つものに対して入力光と出力光の関係を取ると、

図 3に示すような光双'表'定性を示す特生が得られ、

l a )工キシトン吸収

価電子帯

( b )サブバンド間吸収

図2 量子井戸構造における光学過程

( a )工キシトン吸収一(b )サブバ 、=ド゛間吸収 
_」

図 3におけるon -of f ;比が大きく なるこ とが重要とな
り ます 。図 4 、  5〔 ' 〕 1 6 〕 に これまでに報告された非

線形光学素子の代表f列を示します。 図 4 はェキシト

ンの吸収飽和を利用し外部フィ ー ド バ ツ ク と し て フ

ァ ブ リーぺロ ・エタロン共振器を用いたものであり

ます。図5  ( a )は S E E D ( S e l f E l e c t r o  〇ptic

effect Device )と呼ばれる素子で、 この素子に外部

電界を印加することによって1及収端をずらして図5

( b )  に示す非線形効果を引き出したものであり

ます。

e l
図4 工キシトンの吸収的和を利用 l
した素子〔文献2〕 l

3 ATRでの非線形光素子

( I )  ヮーニア・シュタルク局在を用いた光素子

図5は最子開じ込めシュタルク効果を利用した例

ですが、図 6に示すようなヮ一=ア ・ シ ュ タ ル ク 局
在とぃう現象に内外に先駆けて着目し、 それを用い

た光素子の研究を進めてぃます。 これは図6に示す

よ うに多重最子井戸開の力ツブ リングが強くて (電

子が井戸層間をトンネリングして ) 、サブバンドが連

続のェネルギ一幅を持つミニバンドを形成している

時に見られます。 多重最子井戸に電界がかかってぃ

な ぃ 時 〔 図 6 ( a ) 〕 、 バ ン ド 間n及収は ミ ニバ ン ド の
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幅を反l l央してフロー ドな形を ノJ、'しますか、 電界か少

し 強 く な る と 〔 図 6 ( b ) 〕 、 ト ン ネ リ ン グ条作か く す

れ電子は各 111', にf“j在します。 これに 1l1' い 、  ミ ニ バ

ンドレベルは0、 土 1 、 土 2 で・J 、1 したような 11lイ立(ワ
一ニア ・ シ ュ タ ル ク階段 )  に分製します。

図 7 に 1,;子jl' 1=リliの1'f'さを変えた,?ti 1に1'、1する光
イム-・11Tスぺクトルの実験結果を示します。図7  ( a )
は月 -戸間の力ツブリングが; iらiい場合て、 J成神,'の j l;- f -
開し込めシュタルク効果を ノJ、してぃます。 -方、 図
7 ( b )  はjl'Ji 間の力 ツブ リ ン グ が強い場合て 、 図

6 ( b )  にノJ、し た ミ ニ ハ ン 1、の分製が見られ、  ワー

( a ) F - 0 ( b l F ≠ 0

図6 ヮ一二ア・シュタルク1ii在のェネルギ一模式図
(a)電界F - 0
( b )電界F中 0

700

図男7 GaAs/A IAs量子井戸の光伝導スぺクトル

(a )量子閉じ込めシュタルク効果

( b ) ワ一二アシユタルク局在
l

ニ ア  ・ シュタルク1・'1在の特微を 1、してぃます。 こ の

,i. f -は1l, f - l1 ' jじ込めシュタルク効果を用いたSEED
素 f に.ll:へ、 ミニハ ン 1 の分型前後の1l1- f -1fイ 1に よ

る u及収現象を用いてぃるため変111,1振幅力'大き くな り

バ 、 ノ ク グ ラ ン 1 のl1及il i も小さ くなることが期行され

ます。 現在、  この素 f -i111 i tの」lt直条作を111-るため研
究を進めてぃます。

( I I ) サフバント開 l 1及収を用いた素 f -
図 2 ( b ) に 小 し た よ う なサブバン ト'開n及収を利用

した.il:線形光 1:,;111果もまた11、1来イi?i視されてぃます。

111微 と し ては、 ①Jl:和l多光字定数か大きぃ11i:,1,1. t1.111,-
内の電 f -進移のため最要和ll 、i- l11」か速い(̃数psec)③11生

長 : 3-̃10/a,と,方外線領4,kである点などてあり
ます。このよぅなサフハント間l l及収を光スイッチに1心

用するl1的で、外部可111,1:.光を照射した時の入1i11光のll及

il?の変、化を,J1,Jへてぃます。この場合、fi- J'i-,i,-に1fi11,l」iさ
れた電 f -の分イl iが変化してサブハン ト1出11及収のエネ
ルギーかシフ トするこ とが期i 」できます。この実1.b11lの

応用としては、図8に ノJ、すような可税光を制御光に用

いた10--, 11fi11の,?、外j3?の光変 11f1器か考えられます。

実際の実験では、 可11見光としてパルスの代わりに

C Wー アルコンレーサー (514 .5 nm )を用いました。

赤外光に対するサフバンド間n及収スべク トルを 1員11定

するため、図9のような配11f1をしたフー リェ変換赤

外分光計 ( F T I R ) を使用しました。 ;式率、1には単色

光でなく、 l ' l色光であるグロー バーランブからの光

を照・li、1し、図 9のタ t-印て ノ」、したミラーを動かすこ
と に よ っ て 入111、t, i、外光に文、1する渡上t変化を測定し

ました。検知器はHgCdTeを用いました。サブバン

ド間n及収が持つ偏光特l1lのため、 赤外光の入射角は

73' の ブ リ ュースタ一角にとってぃます。
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図9量子井戸におけるサブバンド間吸収のアルコ'ン l
イオンレーザ一照射効果を調べる実験配置図 l

0 . 04

0 .03

130 140 1 50 150 170 180 1的 210 210

E n e r g y l m・V)

図10 サブバンド間吸収スぺクトルのアルコ'ンイオン
レーザ一照射による変化

試料は、MBE成長したGaAs/A1 ). ,.-, G a o .,;:-, A s多 f願1
1 lt子1ll戸で并戸幅は5.2nm、 障i1,茂層幅は15nmであ

ります。 サブバンド間11及収が生じるためにはサブバ

ンドレベルの一番エネルギーの低い状態 ( n = 1 ) に

f fは存在する必要があります。そのため、 :月リ当1l11

の中央に n型 ドー パ ン ト と し て S i を 6 X10 '8cm-:' ド
ーピングしてあります。  測定結果を図10に示します。

アルゴンイオンレーザ一照射がなぃ時、160meVに、

n - 1 か ら n - 2へのサブバンド間11及収が見られま
す。 レーザーの照射パワーを大き くすると 、 n及収ピ

ークは低エネルギ一側にシフトし、 l1及収係数も小さ

く な り ま す 。  こ の よ う に 、  アルゴンイォ ン レーザ

一照射でサブバン ド間n及収が変化することがわかり

ました。

4 ま と め

l',、導体.1 ,ト J', J1二戸を用いたJl'線Jl-f光素 f -の光字持性
について述ぺました。  III- V族化合物、1'・専体1 l1l 」 '- j1'
1二 lはバルク結品になぃ新たな光学持l1を,」、すため、

非線形光字材料と してイf望てす。 これらにおぃてバ

ン ド端n及収胞和による光双始i i・l生か観則され、 l 1l: J

開じ込めシュタルク効果によるSEEDか実現されて

います力'、 さらにSEEDの特性を向_ 1 _させる光・、fi 過
程として 、  ワーニア ・ シ ュ タル ク后i在が有効てある

ことを述べました。 1 l - - f Ji: j 一 のサフバンド間1l及収は、
ノ力、外線領域における光検知器や変調器としての応用

が 期ii-されてぃます。
/r、後の,;果題として、 低入力動作のために非線月f光

学持11の大きなii科、構造を,11111::究す る こ と と 、 基木

素 f -の _次元集械化を図ることが◆要となります。
高度情11111化i1-会の進展にともなぃ画像情1'liなど多次
元,h'1 服を高速で、、1ti列、 'M1'j処理伝送する技術のため

のキーテ' バ イスとして 4 l・線形光素 1'-の研究は真に頭,
要てあり 、  その成果か期ii されてぃます。

aa参 考 文 献
〔 1 〕 D.H .Auston et a l .: A p p 1.〇pt.26(1987)2l1.

〔 2 〕 H .M.Gibbs :0pt ica lB i s tab i l i ty ,Cont ro -
11ing L i gh tw i t h  Light,Academic Press

(1985)

〔 3 〕 A.Yar i v :0p t i c a lE l ec t ron i c s ,Ho l t, R ine -
hart and  Winston(1985)

〔 4 〕 N.H .Farhat,D.Psalt is,A .Prata and E.Paek

: App1.0 p t.24(1985)1469

〔 5 〕応用物理学会編 : 光情報処理,オーム 社

(1989)

〔 6 〕  D.A .B.Mi11er,D.S.Chemla ,T.C.Dame n , T .

H .Wood,C.H.Burrus, J r. , A.C.Gossard and

W.Wie gmann : I EEE  J.Quantum Electron

〇E -21(1985)1462
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ATRの動向

ATRては第2回ATRイ,1l「究発表会を、 、l成元年111j21l1 (火1lil: l1) 1:,,:、u)11:, t1 l1?の関西文化字術il1l1-究都市 (以
ド「学研都市」)内に立究1 .した本研究所で開提しましたところ、  、1 i初 f- fi1を大きく,座える355名の方に参加項
きました。

ご多用にもかかわらず出用f項いた1f1.1;l11には、 木紙面を f1'l'りて1'f く ぉ礼中しあけると と もに/1し回の研究発表

会の開イ程状況について料i1'1 します。

研究発表会の概要

f升究発表会は全体のf11l '究活動を ,] 、 介する  「 総i1f・111 1i111」 と '、11'.l''的 な.1命,1j社の場として、ATR通イ1システム研究
所等の各研-究開発会・1l l. ( 以 ト 「 R & D 会i l」 ) 1111に・受 け た 「ポスターセ ッ シ ョ ン 」 か ら 成 り 、 以 ト に そ の 概 要
をll J介します。

(1) 総l舌講演(13:00̃15:00)

総 括.品演の会場として、11初 J'定の大会,13通室(定 11 1220名)収容人数を,は'えた多数のご参加を項き急速、 性タ1i

被する01及び02会 1義室も使用することとし、 大会;;ii室の状、1;tをテレピで中,i,l?.しました。 ます'11原 111用:」一?(4

R & D 会社会長 ) がATR全体としての研究活加大況、 3年- l11の成果のi'、 J介を行い、引き11儿き 4 R & D 会社
の社長による各R & D会i1_のf ,Jf究テーマ、 f 1.はt ll4,考'1、 現時点での進i例大11iを述へました。

(2) ポス ターセッシ 登 ン(15:00̃17:00)

総括1i差 f演に引き続き、約2時間にわたり各R&D内に f 1文けたホスターセ ソ ション会場で28のテーマ ( 表

1 ) についてポスタ、パネルによる紹介、  ワークステーシ ョン 、研究機器によるデモンス トレーシ ョ ン を行

いました。  ポスターセッション会場は建物の研究棟 (延面.械24 ,320m' )の地階から3階まで分散しており、

こ れ、l1、1外の1嘆理一茶コーナ一等も含めると大変広く参加された方はl13直分建物内を歩き回られたかと思います。

総括講演会場における講演
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参 加 状 況

(1) 参加者数

AT Rの基本理念のひとっとして 「産 ・学 ・官共同研究の場の提供」があり、研究発表会にも、産 ・学 ・

官の各界から幅広くご参加頂きました。

ATRへの出資企業、出向フ元企業の研究所(室)の上司の方、共同研究はじめご指導頂いてぃる各大学の

先生・研究室の皆様、垂ll政省、 基盤術促進センタの出資対象各R&D研究所等の関連機関から前回(昭和

6 2年秋 )の参加者 ( 1 6 0名 )の 2倍 f、:し1二(355名)のご参加を頂きました。

分 類 参加者数 記 事

ATRへの資企業・出向元企業等(68社)

最大35名/社、10名以上3社 5名以上7社

共同研究等関連の大学(18大学)

最大11名/大学、 それ以外17大学は数名

郵政省、地元府県及びR&D会社(1 1社 )等

各 企 業
268

(77%)

41

(11%)
大 学

関係機関等
46

(12% )

(2) ァ ンケー トの回答

1 1 3名 (回答率32% )の方からアンケー トの回答を頂きましたが、表2のように概ね好意的なご意見を項

きました。

(3) 要望・意見等

ア ン ケー トの意見要望欄では26名の方からコメントを項きましたが、「役に立つた」「基確研究に興味を持

っ た 」 等の一般的なもの、  激111力の言葉等11件を除いた15件の要望・意見等について表3に ま と め 、  今後そ

の趣旨を反映させてより効果のある研究発表会にさせたぃと思います。

お わ り に

ATRは昭和61年春の設立以来、 満4年を迎えます。  当初 0 B P  ( 大阪ビジネスパーク )  内暫定研究所で

の数十名による立ち上がり期からみると、研究員も180名を越え、研究施設、 スー パ コ ン ピ ュータはじめ各極

実験機器の充実等、 本格的な研究環境が整備され、 各研究員も積極的研究活動に邁進し、 これら研究の活性

化・研究成果の創出は基1ll政省、基盤技術促進センタはじめ関係各位のご指導等、産 - 学・官あげての暖かぃ
ご支援によるものであると同時に、すでに各企業に復帰されたATRの諸先華の努力に負うところが大きぃと

思います。今後ともご支1援頂いてぃる皆様のご期待に応えるべく、さらに発展をめざすとともに、  よ り ご 理

解頂くためにもその成果を研究発表会でご紹介して行きたぃと思います。
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表1  ポスターセッシ 登 ンのテーマ

研 究 所 テ - マ 研 究 所 テ - マ

①連動視知覚モデル

②ーュー ラルネットによる手書き文字
認識

③エ ツジを用いた3次元情報復元手法

④パ タ ー ン認知メカニズムの研究

⑤並列処理メカニズムの研究

⑥学習と行動メカニズムの研究

⑦人間の聴覚と音声知覚のモデル

⑧学習べクトル量子化(LVQ)を用いた

音 f,認識

⑨日本人による英語R/L音の知覚

⑩可変残響室(デモ)

①光術星間通信における変復調技術の

研究

②アンテナ設計支援システム

③超小型マイクロ波集積回路

④空間光情報処理素子

⑤光カオスを利用した新機能素子

①ソフ  トゥェア設計のための知識収集

整理

②仕様記述法

③セキュリティ評価技法

④人物画像処理

⑤3次元形状の表現、記述、再構成

⑥非言語によるヒューマンイン タ フ ェ

一 ス

⑦インタフェースにおけるあぃまぃさ

①対話文翻1のための日本語解析

②対話構造解析実験システム

③用例による翻訳実験システム

④音声言語日英対語11111i訳実験システム

⑤規則による音 1''合成

⑥特徴べ一スによる音 1・1認識

通信システム

研 究 所
11it111111覚機構

研 究 所

自動翻 i訳

電話研究所
光電波通信

ff1 究 所

表 2  ァ ン ケー ト回答状況 〔113名回答(回答率32%)〕

1 . 全体の印象

( 1 ) 総i 111 ,1出演

3 4 ( 3 2 % )

62(59%)
5 ( 5%)
4 ( 4%)
0 ( 0%)

(2) ポスターセ ッ シ ョ ン

大変良い

良い

11tf 通

不1 1111

大変イ、1l1,11

47 ( 5 1% )

44 ( 4 7 % )

2 ( 2%)
0 ( 0%)
0 ( 0%)

( 3 ) A T Rの印象

38(34%)
70 ( 63% )

3 ( 3 % )

0 ( 0 % )

2 .  発表内容等

( 1 )総括講演

e内容 e態度 e 'i雰囲気
良 い  52 ( 50% ) 良 い  68 ( 6 7% ) 良い  49 ( 5 0 % )

普通 48 (47%) 普通 34(33%) 普通 47 (48% )

悪い 3 ( 3 % )  悪い 0 ( 0 % ) 悪い 2 ( 2 % )

(2) ポスターセ ッ シ ョ ン

e内容 e態度 e 1霧囲気

良い  6 4 ( 7 0 % )  良い  7 4 ( 7 9 % )  良 い  49 ( 5 4 % )

普通 2 8 ( 3 0 % )  普通 2 0 ( 2 1 % )  普通 4 1 ( 4 6 % )

悪い 0 ( 0%) 悪い 0 ( 0%) 悪い 0 ( 0% )
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表 3  ァ ン ケー トによせられた意見・要望とその回答

区 分 ご 意 見 ・ ご  要 望

①ATRの組識構成とも関連するが、今後とも積

極的研究を推進して欲しぃ。

②ATRの組識等の現状では、 タ ーゲ ッ ト の絞 り

方が難しぃものもある。  研究設備面を有効活

用したターゲットへ向ければどうか。

①ATRのl;車容からみて、特許出願件数が少なぃ

のではなぃか。

②実用化に劣らず、 基礎研究の特許も重要であ

る、 横極的な特許出願を期待する。

①研究成果の公開は今後どうするのか、 また民

間企業とのi l同研究の可能性はあるのか知り

たぃ。

②研究成果報告:議:のリスト配布を希望する。

今 後 の 運 當 へ の 反 映

設立4年を迎え、 研究も初期の立ち上がりから

軌道に乗つてきたところであり 、  今後の到達目

標も、  より具体化してきております。ご意見の

ように更に積極的な研究に取り組みたぃと考え

ております。

特許の出原1i、件数にっいて も 、  初年度から年々增
加しているものの、 上記見直しと合わせ今後と

も積極的に出願件数の增加に努めたぃと思いま

す。

基

礎

研

究
基

礎

研

究

の

有

り

方

特
li'f
の
取
得

当社設立の趣旨から、 民間企業との交流は出向

による研究交流により推進しておりますのでご

理解下さぃ。 研究成果については、 学会発表、

特許等により公開しております。研究成果報告

書のリストは、本ATRジャーナル巻末をご参照

下さぃ。

研

究

成

果

学

研

都

市

①学研都市が未整備であ り、  周辺の整備時期ま

で元賓張つて欲しぃ。

②学研都市の交通手段の拡充も研究環境整備と

して早急に推進する必要がある。 また学研都

市の各研究機関相互の交流を望む。

当社の基本理念の一つと して 「学研都市におけ

る中核的役割」推進のため、学研都市整備の先

馬区的役割を果たすべく進出したもので、今後の

学研都市の整備、 各研究機関との交流を関係機

関に働きかけてまぃります。

①総括講演は、 ポスターセ ッ シ ョ ンへの典味を

持たせるような発表内容を望む。

②総括講演の運営に質間時間等の余裕を持たせ

ることを希望する。

今回の総括11等i演は会場が狭く 、 分散したため大

変ご迷1惑、をおかけしました。次回の連営にあた

っては、 ご意見も参考に企画致したぃと思いま

す。 しかし、学研都市の交通整備状況等に加え、

半日の開111iを考えますと大幅な改善・変更は限

度があり困英能であります。この点をご理解願い

ます。

総

括

講

演

セ

発

表

会

の

運

営

①ポスターセッションの時間が短い。

②ポスターセッシ ョン会場が狭い、説明員も複

数配置を望む。

ポスターセッションの時間が2時間であり 、  参

加者が集中し混雑しましたが、会場の拡大、時

間の延長、 テーマ毎の分割開催等も含め実施方

法を検討し 、 次回に反映させて項きます。

ツ

シ
ヨ

ン

施
設
公
開
デ
モ

①研究者のワー クスペー スの見学も希望する。

②研究所内の施設見学も希望する。

③専門以外は理解しにくぃが、デモもあり面白

かった。

研究発表会は、ある程度専門的考察をぃただけ

る場として、セッション会場を企画しておりま

す。専門外の方にもご理解頂く場として、研究

発表会とは別に施設公開の開催を検討しております。
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ATR自動翻訳電話基礎研究国際シンポジウム開確される

平成元年12J 川l1から311 l l 1、ATRにおぃて初めて、  同時通 ,11によるl 1_1際シンポンウムが開イ種された。 、11f
外から、 SR Iのムーアl'1' l :、 I B M の ン エ リ ネ ノ ク教t選、ジョセフ・フー リェ大一のホアテ教授をはしめとして、

21名の参加者かあった。 また、 l 1 1内からは、  東1i':大字の藤時教授、 京都大 fの長尾教授をはじめ、153名の参

加を得た。

/,、同のシンポジウムの メ イ ンテーマは 「1f ,1,と, i f 'の統合化」 てある。 l'1動統iinle ,注 r111lを実現するためには
従来ともすれば、  別個にl,11-究されてきた 1 , 11,処i111技術と;i.1i処理技 11l 、1を続合化することかイ、1 ,,f'J、1:である。  こ
の分野は、 最近、  内外の研究1,?動か1f:,発に進められてきており、 この時点てのシンポシウムl ;tifill1は、 自動話ii
,,J1電,1l1の石f1-究にとって意義1?tいものであった。
研究発表は6つのセ ,ノ ションにわたってィ  Jわれた。  さ らに 2 つのパネル.、1.命が行われた。 これらの1義論を
;1通して、 大期更なデータへースにJ l:つく ; i l'モ テ ル ・ 統;,l -モデルの1f要性が指描されるなど、 ノ1?後の研究の
指針となるイ1意_f l11な意見父換の場となった。 また、  あわせて開i1:されたオープ ン ハ ウ ス て は、 ,.f 1、による対
111l話ii,1JtシステムS  L - TRANSなど21のテーマて1ii小やテモを行つた。 ATRのf l1「究状1;iの;1見明に対して、 参加
者から好.'lか'111られた。

ATRでの主な研究会開確状況
(平成元年4月̃平成2年3月末)

期 間 研 究 会 名 主催者 協資者11よl1l()内ATR関連R&0

5/18̃19 マイ クロ波研究会及び技術専門委員会

ニュ ーロコンピュ ーティング研究会

ス イ ス ・ ローザンヌ大学F. l1. Gardio1教授請演

電子情報通信学会
ソ フ ト ウ ェ ア サ イ ェ ンス研究会

電子情報通信学会

電子情報通信学会

1fTT-S東京チャ-1'タ

電子情報通信学会、1フトウェアサイェンス研究会

(光電波通信研究所)

(視購覚機構研究所)

(光電波通信研究所)

7/24

8/30

11/13 情報処理学会
、リフトウ・ア基礎理論研究会
(通信システム研究所)

11/16̃17 談話理解モテ'ルとその応用シンポジウム 情 報 処 理 学 会

自動翻訳電話研究所

(自動翻訳電話研究所)

12/11̃13 A S T I (ATR自動翻訳電話基礎研究シンf、、シウム)

電子情報通信学会
アンテナ伝播/無線通信システム合同研究会

国際電気通信基礎技術研究所

1/17̃19 電子情報通信学会 IEEE AP-S Tokyo Chapter,
uRS1-F分科会
(光電波通信研究所)

1/25̃26 電子情報通信学会音声研究会 電子情報通信学会
目本音響学会

(自動翻訳電話研究所)
(視購覚機構研究所)

1/29

2/2

目本音響学会聴覚研究会 ・ 音楽音響研究会

ヒ ュ ー マ ン イ ン ターフェ一スと

認知モデル研究会

目 本 音 響 学 会

人 工 知 能 学 会

(視購覚機構研究所)

(通信システム研究所)
(視聴覚機構研究所)

3/9 情報処理学会
ヒ ューマンインタ ーフェース研究会

情 報 処 理 学 会 (通信システム研究所)
(視聴覚機構研究所)
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A T R研究報告
平成元年1 0月̃ 平成2年3月末における学術論文 ・学会発表等一覧。 但し、 一部前号記載もれを含む)

A T R通信システム研究所

1 .岸野: '次世代I  S DNのための画像情報圧縮技術',,

電気関係学会東海支部(1989. 10)

2 . 加納,木下,高橋:'知的文献検索のための複数の検索

意図を表現するユ ー サモデル',人工知能学会ヒュー

マンインタ ー フェ ースと認知モデル研究(1989. 10)

3 .  木下,加納,高橋,小林:'Quantitative Evaluatio

Method forlntel l igentlnterface to a Document

Database',A Working Conference on 1)ata and

Knowledged(1989.10)

4 .  島:'通信技術文書の構造化、体系化にっいで,情報

処理学会情報学基礎研究会(1989. 10)

5 .岸野 : ' 3次元画像通信の将来イメ ージ',画像符号化

シンポジウム(1989.10)

6 .平川,原田,竹中:' A Description Method for Ad-
vanced Telecommunication Services' ,  目韓合同交

換研究会(1989.10)

7 .西園,林,竹中: ' Para1lelComposing Software

Architecture for Reusing Telecom raunication

Service Specifications' ,  JCCNSS89(日韓合同交換

システム研究会)(1989.10)

8 .  平川,原田,竹中:'高度通信サービスのためのサービ

ス記述手法 ' ,アドバンストネットワーク研究会

(1989.10)

9. 石橋,宮脇,岸野:'人物画像の色彩入力と再生に関す

る検討',情報処理学会第39回全国大会(1989.10)

10. 島,高橋:' 2次元画像の位置関係記述におけるあいま

い性の扱いの一検討',情報処理学会第39回全国大会

(1989.10)

11. 加納,木下,高橋:'複数の意味構造を持つユーザーモ

デルを用いた問い合わせ理解',情報処理学会第39回

全国大会(1989.10)

12. 伴野,岸野,石井:'注視点較正のための指標提示に関

する一検討',情報処理学会第39回全国大会

(1989.10)

1 3 .佐藤,島: '意味ネットワー クを用いたソフ ト ウェア

設計過程追跡ツールに関する一考察',情報処理学会

第39回全国大会(1989.10)

14.岡本,橋本,門田:'ERモデル+制約を用いた対象世界
の記述による高次部品化にっいで,情報処理学会第

39回全国大会(1989.10)

15. 宮脇,石橋,岸野:'領域抽出のための表色素モデルの

特性検討',情報処理学会第39回全国大会(1989.10)

16.山下:'電気通信の高度化と3D映像',「3D映像」

誌3Dフォ ー ラム(主催演崎東大教授)(1989.10)

17. 西野,秋山,小林:'直線型3次元Hough変換による平

面の抽出',電子通信学会論文誌(1989.10)

18.林,西園,門田:'分散処理型通信ソフトウェアにおけ

る部品化仕様記述法',情報処理学会第39回全国大会

(1989. 10)

19. 岸野:'マルチメテ'ィアを用いた通信会議システム' ,,

電気関係学会関西支部連合大会(1989.10)

20. 高橋,伯田,岸野:'地図案内システムにおける知識処

理にっいで , 電気関係関西支部連合大会

(1989. 10)

21. 西村,高橋,岸野:'文書画像検索システムLay

Search' ,第5回ヒュ ー マンインタ ーフェ ー スシン

ポジウム  (1989.10)

22. 島:'通信技術文書体系化システムーCOSMOS' ,電子情
報通信学会データ工学研究会(1989. 10)

23.伴野,岸野:'人物の動きリァルタイム検出法へのァ
プローチ' , 89ヒューマ ン イ ン タ フ ェ ースシンポジウ

ム(1989.10)

24. 島:'判断履歴の蓄積に基づく意志決定支援にっいて

電子情報通信学会ソフトウェアサイ ェ ンス研究会

(1989.11)

25. 高橋,伯田,島,小林:' Scene description using
spatialrelationships devised from visua1

information',Advanced inlnte11igent

Robotics System(1989.11)

26.伴野,飯田,小林:' A TV Camera System Which Ex-

tracts Feature Points for Non-contact Eye
Movement lletection',SPIE, 89(198911)
27.リー ・タニエ ll1,オリ11エ,国中: ' S ljRFECE CURVATURES C0 1ll-
Pl」TAT I ON FR0l,1EaUIDISTANCE CONT01jRS'''
,SPIE, 89(1989.11)

28.栄藤,伴野,小林:'CylindricalPart Recognition

in Occluding Contours',SPIE, 89(1989.11)

29.竹村,伴野,小林: 'A  study of pseudo-workspace
using a stereoscopic display' ,SP I E, 89(1g8911)

30.徐,永購,阿川,小林:' A Stereo-Based Approach to

Face lllodeling for the ATR VirtualSpace Con-
fering Systems',SPIE, 89(198911)

31.山口,伴野,小林:'Proposed for Aしarge Visua1

Field Display Emp1oying Eye Movement Tracking' ,

SPIE, 89(1989.11)

32. 田中,リー・タニ工ル,小林:'Surface Structure Curv:To-
ward Smooth Surface Descriptor',SP I E, 89
(1989. 11)

33.高橋,伯田,島,小林:'l ln i fy ing voice and hand
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indication of spatia1layout' , A  duanced in

1ntelligent Robotics System(1989.11)

34.リータ二工ル, 田中,小林:'SM00TH S ljRFACE MODE 1 1NG
FROM LEVEしCONTOllRS',SIAM Conference on Ce-

o国1etric llesign(1989. 11)

35.西田,リータ二工ル,小林:' Surface Appro'大 imation for

3- D 0l1 ject Representation' , S I AM Conference

(1989.11)

36. 岡本,橋本:'制約指向の概念モデルを用いた高次部

品化によるプログラム合成' ,情報処理学会ソフトウ

ェア基礎論研究会(1989.11)

37. 岸野:'臨場感通信',第2回情報伝送と信号処理ワー

ク シ ョ ツプ(1989.11)

38. 阿川,徐,永鵬,岸野:'仮想空間会議システムにおけ

る顔画像処理手法一顔の特徴情報の抽出と合成一',,

画像工学研究会(1989.11)

39.島:'ソフトウェア設計のための判断履歴の蓄續、

利用にっいで ,情報処理学会(1989.11)

40. 永鴨,徐,阿川,岸野:'仮想空間通信会議システムに

おける顔面像処理法',第3回札幌国際コ ンピュ ー タ

グラフィックスシンポジウム(1989 . 11 )

41.西園,竹中,門田:'Para11elComposing Software
Architecture for Advanced Telecommunication

Services' , 1EEE Gし0BECOM89(1989. 11)

42. 竹中: '広帯域パケット交換におけるパケット転送

方式',電子情報通信学会論文誌B-1(1989.11)

43. 島:'通信技術文書体系化システムーCOSMOS' ,近未来

[1B技術展(1989.12)

44. 竹村,伴野,岸野,小林:'大型3次元表示装置を用い

た仮想操作理境の試作',第20回画像工学コ ン フ ァ レ

ンス(1989.12)

45, 高橋,島,岸野:'位置関係を利用した画像データベー
ス検索システム',電子情報通信学会(1989.12)

46.栄藤:' 4th IFCA/Il11P/1FORS/lEA Conference on

1llan-lllachine Systems参加報告',計測自動制御学会

ヒューマン イン タ フ ェース部会(1989.12)

47.岸野:'美しぃ科学シグナス「仮想環境」',(1989.12)

48.永由島:'SP I E' 89' ,テレビジョン学会誌(1990. 1)

49. 横田,島 : '通信ソフトウェアに対する要求理解の一

手法',情報処理学会知識工学と人工知能研究会

(1990.1)

50. 佐藤,島 : '意味ネットワークを用いた設計過程の追

跡',情報処理学会知識工学と人工知能研究会

(1990.1)

51. 木下,加納,高橋,岸野:'文献データベースの知的イ

ンタ ーフェ ースにおける検索結果からの問合わせ理

解',情報処理学会データベースシステム研究会

(1990.1)

52. 岸野 : ' ヒューマンインタフェ一スと画像処理' ,第1(〕

回人工知能セミナー 「画像処理」 (1990. 1)

5 3 .森住 : 'セキュリティ ・チェックのためのァクセス・

モデル' , 1990年暗号と情報セキュリティシンポジウ

ムSC I S' 90(1990.1)

54. 岸 野 : ' The lNTER技術論文集「カレル・ザ・ロポッ
ト 」 ' , ThelNTER技術論文集(1990.1)

55 .平川: 'プロトコル射影検証手法における縮退検証と

信号削除規律',信学会論文(1990. 1)

56. 高橋,岸野:'言葉と手振りを用いたインターフェ ー

スにっいで ,人工知能学会イン夕一フェースと認知
モテ'ル研究会(1990.2)

57. 岸野:'知的通信と臨場感通信',文部省科研費第3回

公開シンポジウム(1990.2)

58.岸野:'第5回ヒューマ ン ・ イ ン タ フ ェ ース ・ シ ン ポ

ジウム',テレビジョン学会誌(1990.2)

59.西園:'会議レポー ト世界通信会議(GROBECOM' 8 9 ) ' ,,

テレビジョン学会誌(1990.2)

60.伴野,岸野:'マルチモーダルコ ミ ュニケーシ ョ ン ' ,,

信学専門講習会ヒューマンインタ ーフェース

(1990. 2)

61. 山ロ :'注視部分を精細に表示する方法における画質
の一検討', TV学会画像システム研究会(1990.2)

62.竹村 : 'ステレオグラフィックを用いた仮想操作環境

の試作',情報処理学会(1990. 2)

63. 岸野 : ' 研究グループ紹介「㈱ATR通信システム研究

所」',電気学会誌(1990. 3)

64. 原田,平川,竹中:'サービス仕様の自動生成に関する

考察一自動生成機構の構想一',情報処理学会

(1990.3)

65. 元治,西風竹中:'分散型通信ソフトウェアの図的
表現法,情報処理学会第40回全国大会(1990.3)

66.永瀬 ,山田 ,:- 1l中,脇村:' llesign and Evaluation of
a llataf1ow-Contro11ed S標,itchirl g System which

Exploits A11Forms of Para1lelismlnheret in

the Sい1 itching Processing',Kluwer Academic

Publishers(1990. 3)

67.平川:' Comments pertaining to '0h  the Projec-
tion 1llethod for ProtocolVerification”',IEEE

Trasaction on Software Engiineeaing(1990. 3)
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18. 安部,匂坂,武田:'音声合成素片の接続方法の検討',,

目本音響学会秋季研究発表会(1989.10)

19. 武田,匂坂,桑原:'合成単位の選択における音裁的知

識と翻幸的属性の処理の統合',目本音響学会秋季研

究発表会(1989.10)

20.阿部,匂坂,桑原:'言語・識律情報を持つ連続音声の

基本周波数データ ・ ベース',目本音響学会秋季研究

発表会(1989. 10)

21.de Cheveigne:' The MapSlgnalremote speech

editor ' ,  日本音響学会秋季研究発表会( i989.10)
22. d e  Cheveigne, 桑 原 : ' Narrowed autocoincidence
of never spike patterns and pure tone pitch',,

目本音響学会秋季研究発表会(1989.10)

23. 小森,畑時,田申,川端,鹿野: 'スぺクトログラム・リ

ーディング知識に基づく音親認識エキスパートシス

テムにおける音親識別ニュー ラ ル ・ ネ ッ ト ワークの

融合法の検討',日本音響学会秋季研究発表会

(1989. 10)

24. 柿ケ原,森元:'文節間の係り受け関係を用いた文節
候補選択更1,理',日本音響学会秋季研究発表会
(1989. 10)

25.花沢,中村,川端,鹿野:'ベクトル量子化話者適応ア

ルコリズムのHMM文節認識による評価',日本音響学

会秋季研究発表会(1989.10)

26. 中村,服部,鹿野:'複数話者HMM学習を用いた話者

適応化の音親認識による評価',目本音響学会秋季研

究発表会(1989.10)

27. 小倉,橋本,森元:'0bject-oriented user interface
for a l ingu ist ic  database' , A  working Confer-

ence on l〕ata and Knowledge Base Integration

(1989. 10)

28.飯田:'通訳電話のための機械翻訳技術',電子情報通
信学会「機械翻訳」講習会(1989.10)

29. 江原:'商用機械翻訳システムの現状',電子情報通信

学会「機械翻訳」講習会(1989.10)

30. 柿ケ原,森元:'Sし一TRANSにおける文節候補の削減',,
情報処理学会第39回全国大会(1989.10)

31. 北,坂野,保坂,川端:'SL-TRANSおける文節音声認

識',情報処理学会第39回全国大会(1989. 10)

32. 久米,小暮:'発話意図の翻訳のための発話行為推論

部',情報処理学会第39回全国大会(1989.10)

33. 隅田:'用例に基づく音声認識の絞り込み',情報処理

学会第39回全国大会(1989.10)

34. 堂坂,小暮:'対話参加者に関するゼロ代名詞の同
定',情報処理学会第39回全国大会(1989.10)

35. 小暮,堂坂,加藤:'SL-TRANSにおける言語解析',情報
処理学会第39回全国大会(1989.10)

36. 井ノ上,森元,小倉:'連想型知識ベースの推論方式',,

情報処理学会第39回全国大会(1989. 10)
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37. 宣1i田,長谷川,上田,相沢:'SL-TRANSにおける変換・

生成手法',情報処理学会第39回全国大会(1989. 10)

38. 森元,小倉,相沢,薄松:'音声言語日英翻訳実験シス

テム(Sし一TRANS)の観要',情報処理学会第39回全国大

会(1989.10)

39. 保坂,森元:'文節間の連鎖制約を取り入れたHMM

- L Rの音声認識実験',情報処理学会第39回全国大

会(1989. 10)

40. 坂野,北,森元:'音声認識候補の正規化認識確率に関

する考察',情報処理学会第39回全国大会

(1989.10)

41. 飯田,相沢:'意図の理解',情報処理学会誌Vo1, 30,,
No.10(1989.10)

42.de Cheveigno,:'Pitch,and the narrowed auto-
coincidence histogram', 1CMPC(1989.10)

43. 堂坂:'対話登場人物を指示するゼロ代名詞の同定',,

情報処理学会「談話理解モデルとその応用」 シンポ

ジウム(1989.11)

44, 飯田:'電話通訳からみた談話理解モデル',情報処理

学会「談話理解モデルとその応用」 シンポジウム

(1989.11)

45. 山岡,飯田,有田:'階層型プラン認議モテ'ルによる対

話理解と次発話の予測手法',情報処理学会「談話理

解モデルとその応用」 シンポジウム(1989. 11)

46.森元:'Spokenlanguago processing by stepwise

utilization of linguistic info,mation' ,  日豪自
然言語処理シンポジウム(1989. 11)

47.丸山,中村,川端,鹿野:' Hl.報球based word recogni -
tion using word category prediction neura1

network',米国音警学会(1989. 11)

48匂坂:'0n the unit set design for s11leech sya-

thesis by rule using nbn-uniform units' , 米 国

音響学会(1989.11)

49.阿部,匂坂,桑原:' Fundamentalfre l1luency data base

withl inguist ic and phonetic information' , 米国

音響学会(1989.11)

50.Waibe1,沢井,鹿野:' 1llodularity and scaling in

1arge phonemic neuralnetworks' ,1開E T rans on

ASSP,Vo1. 37,Na12(1989.12)

51. 橋本,小倉,森元:'フレーム表現による検索機能を有

する言語テータベース管理システム',情報処理学会

アドバンス トデータべ一スシステムシンポジウム
(1989.12)

52. 中村,花沢,鹿野:'ぺクトル量子化話者適応のHMM

音親認識への適用',目本音響学会論文誌Vo1.45, Na

12(1989.12)

53. 服部,中村,鹿野:'話者重畳型HMMによる文節認識',,

電子情報通信学会 音声研究会(1989.12)

54. 花沢,北,中村,川端,鹿野:'HIHM一しR音声認識システム

の性能評価',電子情報通信学会音声研究会

(1989. 12)

55. 小森,畑崎, 川端,鹿野: '音識認識エキスパー トシス
テムにおける知識とTDDの融合法',電子情報通信学

会音声研究会(1989.12)

56. 丸山,中村,川端,鹿野:' HM暗額連結学習とNETgram
を用いた英単語音声の認識',電子情報通信学会音声

研究会(1989.12)

57. 鹿 野 : ' ニ ュ ー ラ ル ネ ッ ト ワークによる音声認識', コ

nナ社コンピュ ー ト l:1一ルN0. 29(1989.12)

58. 轉松:'自動翻訳電話の可能性',日本ビジネスレポー

ト「技術予測シリ ーズ」(1990.1)

59. 飯田:'階層型プラン認識モテ'ルによる対話構造解析

と次発話の予測',文部省科研費総合研究(A)

(1990. 1)

60. 松本,小暮:'国際パージング技術ワー クシ ョ ップ参

加報告',情報処理学会自然言語処理研究会

(1990.1)

61. 坂野,森元:'音声認識における正規文法活用の有効
性',電子情報通信学会音声研究会(1990.1)

62. 武田 ,旬坂 ,安部 : '工キスパートシステムを用いた単
位選択の検討',電子情報通信学会音声研究会

(1990.1)

63.匂坂:' Foパタ ーン観形制御の定量的検討',電子情報

通信学会音声研究会(1990.1)

64. 南,沢井,宮武,鹿野:' T[1NN音親スポッティングと予

測l.Rパーザを用いた大語 1鍵単語音声認識',電子情報

通信学会音声研究会(1990. 1)

65. 川端,花沢,伊藤:'llM情親認識における音節速鎖統

計情報の利用',電子情報通信学会音声研究会

(1990.1)

66. 北,川端,花沢:' HMld-LR音識認識システムにおける統
計的言語情報の利用',電子情報通信学会音声研究会

(1990. 1)

6 7 .畑購,小森,川端,鹿野: 'スぺクトログラム・リ ーデ

ィング知識を用いた音親セグメンテーション・エキ

ス パー トシステム',電子情報通信学会論文誌Vo1.73

-D- II , No.1(1990.1)
68 .小森,畑時,川端,鹿野: 'スぺクトログラム知識とニ

ュ ー ラ ル ・ ネ ッ ト ワークを用いた音識認識工キスパ

ー トシステム',電子情報通信学会論文誌Vo1.73-D- II

No.1(1990.1)

69. Jean-Claude,田村,沢井:'シフト不変型決定論的ポル
ツマン・マシンによる音声認識',電子情報通信学会

音声一研究会(1990.1)

70.匂;l1更:'Text to speech synthesis' , IEEE Communi -
cation Magazine特別号(1990.1)

71. 工藤:'文と文の結東性を捕らえるための知識',情報
処理学会自然言語処理研究会(1990.3)
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72. 上田,小暮:'タイプ付き素性構造を用いた生成過程

の宣言的制御',情報処理学会自然言語処理研究会

(1990.3)

73. 永田,久米,小暮:'単一化に基づく枠組みにおける

目本語対話文解析用文法の記述とその計算的側面',,

情報処理学会自然言語処理研究会(1990.3)

74Myers:' NP:An ATMS-based plan inference system

that uses feature structures',情報処理学会第40

回全国大会(1990. 3)

75. 小倉,北,森元:'慣用表現を利用した形態素情報収集
法',情報処理学会第40回全国大会(1990.3)

76. 加藤:'素性構造の単一化処理の分散手法',情報処理

学会第40回全国大会(1990.3)

77.上田,小暮:'タイプ付き素性構造による生成の過程

の制御',情報処理学会第40回全国大会(1990.3)

78. 江原,小倉,森元:'電話対話データベースの構築',情

報処理学会第40回全国大会(1990.3)

79. 井ノ上,江原,小倉:'係り受け関係データから見たキ

ーポード会話と電話会話の比較',情報処理学会第40

回全国大会(1990.3)

80. 保坂,小暮,小倉:'音声認識のための連鎖制約として
の文法',情報処理学会第40回全国大会(1990.3)

81. 長谷川:'音声・言語目英翻訳システムの変換過程に

おける書き換え規則の制御',情報処理学会第40回全

国大会(1990.3)

82. 橋本,小倉,江原,森元:'対話データペースを用いた

各種言語現象の検索',情報処理学会第40回全国大会

(1990. 3)

83. 永田,小暮:'文法規則の構造共有による選言的素性

構造段単一化の効率化',情報処理学会第40回全国大
会(1990.3)

84. 久米,永田,豐島:'話し言葉翻訳のための目本語アス

ぺクト処理',情報処理学会第40回全国大会

(1990.3)

85.友清,鈴木:'日本語会話文における「だ」型表現の

分析',情報処理学会第40回全国大会(1990. 3)

86. 隅田,飯田,幸山:'用例に基づいた翻訳',情報処理学

会第40回全国大会(1990.3)

87. 野垣内,飯田:'英語定名詞句生成のための目本語名

詞句の理解',電子情報通信学会全国大会(1990.3)

88. 北,川端,斎藤:' HMM音讀認識と拡張L R構文解析

法を用いた連続音声認識',情報処理学会論文誌Vo1.

31, No3(1990. 3)

89.飯田,小暮:'対話のメカニズム',日本人工知能学会

「人工知能ハンドブック」(1990. 3)

90.阿部,中村,鹿野,桑原:'Voice conversion through

vector quantization',The Journa1of the Acous-
ticalSociety of Japan(1990.3)
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20. 尾田:'概念形成における時間特性にっいで,情報処

理学会第39回全国大会(1989.10)

21.小山,山ノ井(北海学園大):'方位選択性と網膜の位

相的性質を考慮した視覚モデルー パターン弁別の評

価関数の提案一',日本M E学会秋季大会講演

(1989.10)

22. 津 蒲 : ' The E c1uality Related and the Size Re-
lated Aspects of lfe1odic Pitchlnterva1 Judg-

ment', 1stlnternationalConference on Music

Perception and Cognition(1989.10)

23小林,東倉:'Acoustic and physio1ogicalcharac-

teristics of traditionalsinging in Japan' , 1st

1nternationalConference on lllusic Perception

and Cognition(1989.10)

24. 乾: 'バターン認知と学習のモデル' , ヒューマンイン

ターフェース学会ヒューマンイン ターフェ ース講習

会(1989.10)

25.岡本,川人,乾:'確率モデルと動的空間フィルタリン

グ、に基づく画像圧縮',電子情報通信学会MEとバイオ

サイバネティクス研究会(1989.10)

2 6 .片山,川人: 'フィー ドバック誤差学習による冗長性

を有する制御対象の学習制御',電子情報通信学会lllE

とバイオサイバネティクス研究会(1989.10)

27. 松下,森,乾:'非剛体の階層的形状記述および神経回

路網モデルを用いた階層的形状分類',電子情報通信

学会MEとバイオサイバネティクス研究会(1989.10)

28. 藤井,乾:'ガウス関数を用いた方向評定モデル',電

子情報通信学会MEとバイオサイバネティクス研究会

(1989.10)

29.片山,川人:'フィードバック誤差学習による冗長性

を有する制御対象の学習制御',電気関係学会関西支

部連合大会(1989.10)

30.上田,平原:'ラウドネス比較法によるへ ツ ド フ ォ ン

周波数特性の測定',目本音響学会聴覚研究会

(1989.10)

31. 曽根原,川人,三宅:'ニューラルネットと画像処理',,

計測自動制御学会知識工学部会(1989.10)

32. 川人 : ' Motor Theory of Speech Perception
Revisited from Minimum Torque-change Neura1
Network Mode1', 8th Syfnp.Future Electron

Devices(1989.10)

33. 川人:'随意運動制御の神経回路の計算論的研究',,

プレインサイ ェンス(1989.11)

34 .本郷: 'わかりゃすいアイコン' , 「システム/制御/

情報」誌第33巻第11号(1989.11)

35.山田光:'アイポインタとそのテレビ番組への応用',,

放送技術11月号・兼六館出版(1989.11)

36.小山,山ノ井(北海学園大):'方位選択性の競合・協

調を用いた基本パターン図形の弁別モテ'ル',第4回

生体・生理工学シンポジウム(1989.11)

37. 塩入,11111ナ(モントリオール大):'動きにより分離された図形

の視覚的持続',第4回生体・生理工学シンポジウム

(1989. 11)

38. 字野(東大),鈴木(東大),川人:'腕の運動軌道を再

現する筋張力変化最小モデル',第4回生体・生理工

学シンポジウム(1989.11)

39.中村 (東大) ,宇野(東大) ,鈴木(東大) ,川人: '逆ダ

イナミックスモテ'ルを用いた腕の最適軌道生成',第

4回生体・生理工学シンポジウム(1989.11)

40. 佐藤隆:'人間の運動視とパター ンの複雑性',第4回

生体・生理工学シンポジウム(1989.11)

41.市川 (近大) ,米川(近大) ,太田(近大) ,小林: '当科

における音声治療の経験',第34回日本音声言語医学

会(1989.11)

42 .新美(東大),堀ロ (東大),青山(東海大),小林:'邦
楽歌f昌時の喉頭',第34回日本音声言語医学会

(1989.11)

43. 大山,廣瀬(東大),桐谷(東大),福追(東大),渡辺(東

京専売病院):'麻痺性構音陸害の定量的評価の試み

(第3報),第34回目本音声言語医学会(1989.11)

44. 下村,横澤:'漢字単語照合課題における部分と全体
の処理時間',関西心理学会第101回大会(1989.11)

45. 川人:'感覚運動制御の神経回路モデル',情報処理学

会九州支部主催知識処理シンポジウム(1989.11)

46. 大山:'難聴児に聞きやすい音声と聞きづらい音声の

比較(第2報)',日本聴覚医学会総会(1989.11)

47. 横 澤 :  ' Human-based character string image
retrievalfrom texualimages',Proc. IEEE Inter -

nationalConference on System Man&Cyber -
netics(1989.11)

48.岩見田,片桐,マクターモット:'Speec 11 Recognition 11sing

HMMs with an LyQ-trained Codebook', 118th Meet-
ing of the ASA(1989.11)

49. 山田玲,東;合,小林:' Perceptualcharacteristics

of English sy11able- in i t ia1/r,1/for  Japanese
1isteners.', 118th Meeting of the ASA(1989.11)

50.岡本,三宅,川人,乾:'lllodelBased Image Compres-

sion and Adaptive Data Representation by

Interacting Filter Banks',lEEE Conference on

NeuralInformation Processing System(198911)

51.森,城:'A Large-Scale Network which Recognizes

Handwritten Kanji Characters' , 1EEE Conference

on Neura11nformation Processing System

(1989.11)

52. 乾:'特微点検出と視覚記憶のモデル',日本心理学会

第53回大会(1989.11)

53. 松下,森,乾:'神経回路網モデルを用いた学習アルゴ

リズムによる階層的形状分類',日本心理学会第53回
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大会(1989.11)

54.藤井,乾:' コンピュータグラフィックスを用いた探

索課題における空間記憶特性の検討', 日本心理学会

第53回大会(1989.11)

55. 川津,横澤:'対称性の中の非対称性vs.非対称性の中

の対称性',日本心理学会第53回大会(1989. 11)

56. 本郷,川人,乾:'顔の階層l的内部表現形成過程のモデ

ル',日本心理学会第53回大会(1989.11)

5 7 .佐藤隆: 'ランダムドット仮現運動におけるドット密

度の効果',日本心理学会第53回大会(1989.11)

58.佐藤隆:'Reversed Apparenutlllotion With Random-

dot Patterns' ,Vis ion Research, 29,12(Pargamon

Press)(1989.12)

59. 淀川:'神経回路学会の発足に寄せで ; 神経回路学会

(1989. 12)

6C.三宅,城: 'ノイマン型からニ =・一ロコンピュータ
へ' ,裳華房「遺伝」別冊2号(1989.12)

61.岡本,川人,乾:'lllodelBasedlmage Compression

llsing Adaptive l〕ata Representation bylnter-
acting Filter Banks',統計数理研究所「統計的情

報の解析に関するシンポジウム」 (1989. 12)

62. 山田光,比留間(NHK),星野(NHK),福田(NHK),広田(竹

井機器) :'両眼限球運動分析装置とこれを用いた輻

鞍角の測定',第20回画像工学コンファレンス

(1989.12)

63.字野(東大),川人,鈴木(東大):'Repet i t ive ly
structured cascade neuralnetwork modelwhich

generates an optimalarm trajectory' , 28lEEE

Conf.on Ilecision and Contro1(1989.12)

64.上田 ,東倉 : '単音節のダィコティック ・ リスニング ''
目本心理学会第53回大会(1989.12)

65. 山国玲,東倉:'目本人の英語/r/,/1/,/w/音知覚にお

ける手掛かり',日本心理学会第53回大会(1989.12)

66.乾,可児(滋資医大),三宅(,NHK):'ヒトの網膜Y細胞
受容野密度の推定',神経眼科学会誌,第6巻, 383

390. (1989.12)

67.乾,可児(滋資医大),三宅(NHK):'ヒト網膜X細胞受

容野密度と視力',神経限科学会誌, 第6卷, 391-395
(1989. 12)

68.城:'Image Hoi Hoi 一しisp環境下の画像処理システ

ムー',映像情報(1990.1)

69. 塩入:'立体視における両限視差情報と陰影情報の相

互作用', 1990年冬期視覚研究会(1990.1)

70. 岩見田,片桐, マク'11-tツト:'LVa-HliM音親認識と予測LR

パーザを用いた文節認識',電子情報通信学会音声研

究会(1990.1)

71. 山田玲,東倉:'日本人の英語/r,1,l,l/音知覚と刺激セ
ット',電子情報通信学会音声研究会(1990. 1)

72. 小山,乾:'点パ夕一ンの構造化に関する神経回路モ
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の相互関係',電子情報通信学会春季全国大会

(1990.3)

90. 小山,乾:'マルチチャネルによる点パタ ーンの仮想

線生成モデル',電子情報通信学会春季全国大会

(1990. 3)

91. 村上,森,尾田:'階層型ニュー ラ ル ネ ッ ト ワークを用

いた重なりパタ ー ン分離の一検討',電子情報通信学

会春季全国大会(1990.3)

92. 藤井,乾:' C G空間内の移動における距離評定特性

電子情報通信学会春季全国大会

(1990.3)

93. 加藤,森,横澤:'手書き文字品質の評価',電子情報通

信学会春季全国大会(1990.3)

94. 林,藤井,乾:'距離評定特性に影響及ぼす記憶の効果

とそのモデル' ,電子情報通信学会春季全国大会

(1990.3)

95. 塩入:'両眼立体視の形成に及ぼす陰影の影響',第37

回応用物理学関係連合講演会(1990, 3)

96.マクターモット:'しVa3 f o r  Phoneme Recognition',日本音
響学会春季研究発表会(1990.3)

97. 平原:'端牛機能モデルの検討',日本音響学会春季研

究発表会(1990.3)

98. 津崎:'音楽経験者の音程判断と音階枠組の関係',,

日本音響学会春季研究発表会(1990.3)

99. 岩見田,片桐,マクターモット:'LVl11-HMM音声認識システム
におけるファジーVQの検討',日本音響学会春季研究

発表会(1990.3)

100. 赤木:'文旅効果のモデルと聴取実験結果との比較',,

目本音響学会春季研究発表会(1990.3)

101. 塚本(甲南女子大),東倉,天白:'泣き声のカテコ' リ ー

判断における時間構造の役割', 目本音響学会春季研

究発表会(1990.3)

102.上田,平原:'ラウドネス比較法によるへ ツ ド フ ォ ン

周波数特性の測定',目本音響学会春季研究発表会

(1990.3)

103.山田玲,東倉,小林:'日本語の英語/r,1/音知覚の及

ぼす米国在住経験の影響',目本音響学会春季研究発

表会(1990.3)

104.大山,率田(東大阪中央病院),小野(大阪通信病院),,

松永(阪大):'音声外科の治療効果の評価を目的とし

た嘆声の定量評価',日本喉頭科学会(1990.3)

105. 赤木:'聴取実験による文脈効果モデルの評価',日本
音響学会聴覚研究会(1990.3)

106.小林,東倉,天白,新美(東大):'目本の伝統的歌唱に

おける生成面の特徴', 目本音響学会聴覚研究会

(1990.3)

107.川人:' Feedback-Error-Learning NeuralNetwork
for Supervised Motor Learning' , Int.Symp.on

NeuralNetworks for Sensory and Motor Systems

D 7sseldorf(1990.3)

108. 加納(阪大),川人,宇野(東大),鈴木(東大):'フィー

ドバック誤差学習による冗長腕の学習軌道制御'''

,電子情報通信学会ニューロコンピューティング研

究会(1990.3)

109 .五味,川人:'フィー ドバック誤差学習による不安定

システムの閉ループ学習制御',電子情報通信学会

ニュ ーロコ ンピューティング研究会(1990.3)

110. 中村(東大),字野(東大),鈴木(東大),川人:'逆ダイ

ナミクス内部モデルを用いた腕の最適軌道生成'''

電子情報通信学会ニューロコ ンピューテ ィ ン グ

研究会(1990. 3)

111. 北野(阪大),川人,字野(東大),鈴木(東大):'神経回

路モデルによる産業用マニピュレータの最適軌道制

御' ,  電子情報通信学会ニューロコンピューテ ィ ン

グ研究会(1990. 3)

112. 平山,川人, Jordan(l1.1.T):' Speed-Accuracy Trade-
off of Arm Movement Predicted by the Cascade

NeuralNetwork Mode1',電子情報通信学会ニュー

ロコ ンピューティング研究会(1990. 3)

A T R光電波通信研究所

1 . 小林,藤本,山資,鈴木:' Reduction of DX Center

Concentration in A1llaAs with In ' ,  Japan. J.App1

1l1hys.(1989.6)

2 . 森 , DAV I S ,奈良 : ' Pattern Retrievalin an

Asym lnetric NeuralNetwork with E lnbeddedしimit

Cycles' ,  J, Phys.A.(1989.6)

3 .安川,岩崎,中條: 'Ac t i v e  Array Antenna for
Mobile Sate11ite Communications',SBM0' 89

(1989. 7)

4. 荒木,稲壇,安川:'光学実験用自由空間模凝装置の

基礎検討',第13回レーザセンシングシンポジム

(1989.10)

5. [1AV I S:' Chaotic Search',日本物理学会秋の分科会

(1989, 10)

6. 奈良,llAV I S:'神経回路網モデルにおけるカオス的

ダィナミックスを用いたメモリサーチ',目本物理

学会(1989. 10)

7 .岡野,繁田,片浜,西根,小林,藤本:' MBE Growth of

Si -Doped llaAs on(111)A Substrates-Effects of
Substrate Misorientation and a rowth Mechanism''
1nt.Meeting on Advanced Processing(1989.10)

8. 徳満,小川,伊藤:' 1989MTT-Sシンポジウム出席時の
米国企業・研究所訪問の印象(原稿なし)',電子情

報通信学会マイクロ波研究会(1989.10)

9 .竹中,徳満,原: 'A  Miniaturized,Broadband MMIC

Mixer ' , 19891EEE GaAs IC Symp. (1989.10)

10.高井:'マルチパスフェージンク下における2相, 4
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相PSK-VPの誤り率特性の解析',電子情報通信学会無

線通信システム研究会(1989.10)

11. 多資:'移動通信環境における交さ偏波電力比 (XPR)

測定法の検討',電子情報通信学会アンテナ伝播研究

会(1989.10)

12. 真鍋,藤井: 'ニュー ラ ル ネ ッ ト ワークを用いたァン

テナァレイ信号処理による多重到来波方向識別',電

子情報通信学会アンテナ伝播研究会(1989.10)

13. 小林,山賀,藤本,鈴木:' A IGaAs(Si):InにおけるDXセ

ンタ一濃度の低減と2llEGへの応用',(1989.11)

14.岡野,瀬戸,繁田,西根,藤本,鈴木:' 1ifl fects of Sub-
Strate 1llisorientation and the lirowth Mechanism

of Si l1oll1ed llaAs Grown on (111)A Substrate by

lllBE' , MRS Fa11Meeti ng1989(1989.11)

15.森,岡野:' Electronic Structures and Nonlinear

OpticalProperties for Cross-Conjugated Poly-
ene',lllaterials Research Society1989(1989.11)

16.森, [1AV IS,奈良:'RetrievalPerformance and

Dynamics in a NeuralNetwork with Embedded

Limit Cycles', IEEE' 89(1989.11)

17.赤池,中本,橋本,坂本,西川,羽石,荒木,今井:' 1989

ヨーロツバマイクロ波コンファレンス報告 ' ,マイ

クロ波研究会(1989.12)

18.藤原,Schneider,Chngolani , P1oog:' Successive
Wannier-Starkしocalization and NovelElectro-

(]pticalEffects on Absorption Properties of

Short-Period 9aAs/A IAs Superlattice',Symp.on
New Phenomena in lllesoscopic Structures

(1989.12)

19. 片浜,尺田,岡野,土屋:'時間分解測光によるSiドー

プGaAsの評価',電気学会電子材料研究会(1989.12)

20. 安川:'光衛星間通信一要素技術の研究開発一',IE

EE/LEOS講演会(1989. 12)

21. 片浜:'半導体光非線形材科一量子井戸を中心に一',,

応用物理学会第4回センシング技術研究会(1989.12)

22. 藤井,真基毒l :'多重到来波方向推定へのニ ュー ラルネ

トの適用' 第4回ディジタル信号処理シンポジウム

(1989.12)

23.安川,後藤,控木,荒木,長井,清水:'Configuration

and Performance of OpticalModulator/Dea1odula-
tor for OpticalIntersatell ite Communications

0E/LASE' 90(1990.1)

24.小西,中條,岩睛,安川:' Techniques for Antenna

Side1obe Suppression and Laser Power Reduction

in aptically Contro11ed Array Antenna',l]E/LASE
90(1990.1)

25.荒木,稲垣,安川:' 1)esign of Compact Transceiver

OpticalSystea1s for OpticalIntersate1lite
Links', [1E/LASE' 90(1990. 1)

26. 竹中,原,徳満:'モジュール構成による超小型・広帯

域MM ICミクサ',電子情報通信学会マイクロ波研究会

(1990.1)

27. 山内,中條,安川,新井:'線状アンテナ設計支援シス

テムープロトタイプシステムの開発一',電子情報通

信学会アンテナ・伝播研究会(1990.1)

28. 原, 徳満:'平衡変調LuFET(線路一体化FET)の構成と
特性',電子情報通信学会マイクロ波・集積回路研究会

(1990. 1)

29.中本,平岡,徳満 ''ポリイミドを用いた多層l化MM ICに

よる超小型ハイブ.リッド回路',電子情報通信学会

マイクロ波研究会(1990.1)

30. 藤井,真鍋:'ニュー ラルネットを用いたァンテナア

レ一信号処理による電磁波源位置推定',電子情報通

信学会アンテナ・伝播研究会(1990.1)

31. 神谷,中條,安川,松本,井筒,末田:'光制御アンテナ

用光導波型移相器の動作特性',電子情報通信学会

アンテナ・伝播研究会(199(l.1)

32.野原:'Research on OpticalIntersate1liteしinks

in ATR- Towards Future High-bit Rate ISL

Communications-',第11回字菌ステー ション利用計

画ワークショップ(1990.1)

33. 桑野,塚本,森永,安川:'偏光変調/へテロダィン検

波方式の位相雑音除去効果',電子情報通信学会字宙

航行エレクトロニクス研究会(1990.1)

34.小林:'16thlnternationalSymposium on llalIium

Arsenide and Related Compounds',電子情報通信学

会誌(1990.2)

35. 古演:' 4.アンテナ.伝播研究専門委員会',電子情報

通信学会誌(1990.3)

36.神谷,中條,安川:'円環スロツト結合を用いた 2周波

共用円偏波マイクロストりップァンテナ' , 1990年電

子情報通信学会春季全国大会(1990.3)

37. 小西,中條,安川:'真空成形法による球面コンフォー

マルアレーアンテナの試作', 1990年電子情報通信学

会春季全国大会(1990.3)

38. 多資:'移動通信用アンテナの等価見通し伝搬路にお

ける平均実効利得の解析', 1990年電子情報通信学会

春季全国大会(1990.3)

39.中本,平岡,徳満:'ポリイミドを用いた多層化MMICに

よる超小型ハイブリッド回路', 1990年電子情報通信

学会春季全国大会(1990.3)

40.大淹,小西,中條,安川:'球面走査近傍界測定におけ

るァライメント誤差の影響にっいで, 1990年電子情

報通信学会春季全国大会(1990.3)

41.江畑,三島,安川,岩購:' 1.  5H z低損失S AWフ

ィルタ ' , 1990年電子情報通信学会春季全国大会

(1990.3)

42. 角田,多資:'X P R測定用円筒スロツトァンテナの
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検討', 1990年電子情報通信学会春季全国大会

(1990. 3)

43. 上原,安川:'レぺル集合の概念に基づいたファジィ

関係Rs,Rgの1111i線形結合によるファジィ推論',1990
年電子情報通信学会春季全国大会(1990.3)

44. 原田,野原,荒木,安川:'光ISL用しD評価装置の開発',,

1990年電子情報通信学会春季全国大会(1990.3)

45. 多資,今堀:'平行配置ダイポールによる空間ダィバ

ーシチ技の特性', 1990年電子情報通信学会春季全

国大会(1990.3)

46.徳満,竹申:' LUFETを用いた超小型MMICバランスミ

クサ' , 1990年電子情報通信学会春季全国大会

(1990.3)

47.長谷川,德満:'多層化MM I Cによる完全整合型・

高アイソレーション多端子ウィルキンソンディバイ

ダ',1990年電子情報通信学会春季全国大会(1990.3)

48. 後藤,荒木,安川:'へテロダイン検波を用いた光ISL

空間追尾方式(その2) 一半導体レーザ、位相雑音の

影響一',1990年電子情報通信学会春季全国大会

(199(1.3)
49. 真鍋,藤井,吉川:'ニュー ラルネットを用いた多重到

来波の到来方向推定方式の比較検討', 1990年電子情

報通信学会春季全国大会(1990.3)

50. 中標,安川,後藤:' 4点給電円環パッチを用いたセル

フダィプレクシングァンテナの試作',1990年電子情

報通信学会春季全国大会(1990. 3)

51. 繁田,岡野,片浜,西根:' 1llBE(111)A成長GaAs:S i2' , 第

37回応用物理学関係連合講演会(1990.3)

52. 藤原,Schneider,Cingolani,P1oog:' GaAs/A IAs超格

子構造におけるヮニ工 ・シュタルク局在(1)室温吸収

スぺクトル',第37回応用物理学関係連合講演会

(1990.3)

53. 藤原,Schneider,Cingolani,P1oog:' a aAs/A IAs超格
子構造におけるワニエ・シュタルク局在(2)振動子強

度',第37回応用物理学関係連合講演会(1990.3)

54. 川島,片浜,藤原,小林,Schneider,Grahn,Klitzing,,
P1oog:' GaAs/A IAs超格子構造におけるヮニ工 ・ シ

ュタルク局在(3)非線形光素子',第37回応用物理学関係

連合講演会(1990.3)

55.會田,llAVIS:'光遅延帰還回路を用いたダイナミカル
メモリ(2)',第37回応用物理学関係連合講演会

(1990.3)

56. 原田,野原,安川:'円形ビーム出力を持つ進行波型高

出力L D増幅器に関する一検討',第37回応用物理学
関係連合講演会(1990.3)

57. 議戸,小林,前橋,長谷川,中島:'GaAs (111)A面の表

面処理',第37回応用物理学関係連合講演会

(1990.3)

58. 神谷,小西,中條,安川:'光技術のァレーアンテナへ

の応用',電気学会通信研究会(1990. 3)

受東 者索置 -f i1- (平成元年10月̃平成2年3月末における外部団体からの受賞者)
〇日本音響学会

第7回粟屋潔学術奨励賞

受 賞 者  ATR視聴覚機構研究所

研 究 員  北原 義典

受賞対象 1989年度日本音響学会春季研究発表会

「音声の識律成分制御による感情表現」

受 賞 目  平成 2年3月29日

〇電子情報通信学会

第5回篠原記念学術奨励賞

受 賞 者  ATR光電波通信研究所

研 究 員  小西 善彦

受賞対象 1989年度電子情報通信学会春季研究発表会

「空間制御型光制御アレーアンテナのレーザ出力光強度の検討」

1989年度電子情報通信学会秋季研究発表会

「空間制御型光制御アレーアンテナのレーザ光出力とァンテナ放射信号C/Noの関係」

受 賞 日  平成 2年3月20目
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業 1 「3「1 A T R 要 章 多 l こつし、一て一

A T Rでは昭和6 1年のA T R設立以来の4年間に、 優れた功績を示した成果及び活動等に対して第1回の表彰を
行うこととし、選考を行いました。その結果、以下の12件17名の表彰を決定し、既に出向元等に復帰されている
方もぉ招きして4月2日に表彰式を行いました。

件 名 氏 名 所 属 等

( )は 0Bの復帰先
一元通信システム研究所
通信ツフトウェア研究室主任研究員

(日本電信電話 ㈱ )

一自動翻訳電話研究所
デ一夕処理研究室研究員

一元自動翻訳電話研究所
音声情報処理研究室主任研究員

(目本電信電話 ㈱ )

通信ソフ トゥェア作成のための知

識獲得の研究

高 德一

1lilff

売

開

美

要

音額モデルと文法を融合した音声

認識の研究

_iヒ 11ff:::=
J f l重器 1基養;.

元視聽覚機構研究所

視覚研究室 研究員
(三洋電機 ㈱ )

森 -:i差言 1要ム

ニューラルネッ トヮークを用いた

手書き文字認識技術に関する研究

元視聴覚機構研究所

視覚研究室 主任研究員

(目本電信電話 ㈱ )

一元視聴覚機構研究所
視覚研究室 研究員

(目本テ'ィンタルイクイッフfント㈱)

構 一 理  -,彦一

ii成 11l11口宣

MM J C , M I Cに関する先端的
研究

元光電波通信研究所

無線第二研究室主任研究員

(目本電信電話 ㈱ )

_ 形 田 中  禾 リ 商

〔論文〕
V ?I商 S laf a e e
Str'ueture Deseriptors :
Tc,i11ard a smootlh s1,lrfaeesketellt

田 中  a_美 通信システム研究所

知能処理研究室客員研究員

売

E1月

ー ノ、一
ロ 開

:文

1:表

考

D a n i e 1  L e e

中 本 寸  義哲

通信システム研究所

知能処理研究室主幹研究員

一 元 自 動 翻 訳 電 話 研 究 所

音声情報処理研究室研究員

( シ ャープ ㈱ )

〔論文〕

セパレー トベクトル量子化を用い

たスぺクトログラムの正規化

〔論文〕

Phoneme Recogirn: t i onUsing
:l'inle-111e1,a1l Neura1. 漢 ?m?

元自動翻訳電話研究所

音声情報処理研究室客員研究員

( CMU )

元視聴覚機構研究所

聴覚研究室主任研究員

(豊橋技術科学大学)

A l e x  W a i b e 1

〔論文〕

On the A? o:fi.1nolte Real l 2at ion
of Ccmtim1lous 1lfa;p1;1ings?
i lei,1ra1, 1setuorks

?合 精 1資 :-
〔論文〕

Funetiona11. (1hao t i e S 1」oi:teh
i7t a De l a1ed-Feedback iiodelt

P e  t e r D a v  i s 光電波通信研究所
通信デバイス研究室客員研究員

視壌覚実験室の企画および設計

手 願  進 地

東 合  .'干一

視聴覚機構研究所

購覚研究室主任研究員

一 視 聴 覚 機 構 研 究 所

聽覚研究室長

電波暗室の企画および設計

元光電波通信研究所

無線第一研究室主任研究員
( ㈱  東芝)

_111i11l降 a施

高 精  日召 _大_〔感謝状〕

A T R研究開発業務への協力
日本電信電話 ㈱

「元光電波通信研究所企画課長」
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A T Rグループでは、 社内研究資料としてテクニカルレポー トを作成しておりますが、 下記のレポー トに

つきましては、 有料にて公開しておりますのでご紹介します。(*は英文レポートを示す)

N0.

タ イ ト ル

I -01
I -02
I -03
I -05
I -06
I -07
I -08
I -09
I -16
1-17
I -18
I -19
I -23
I -24
I -25
I -26
I -27
I -28
1-29
I -30
I -32
I -34
1-35
I -36
I -38
1 -39
I -42
I -43
I -45
I -47
I -49
I -50
I -51
I-52
I -53
I -55
I -56
I -57
I -61
I -62
I -63
I -64
I-67
I -71
1-72
I -75
I -86
1 -86

A-01
A-03

自動翻訳電話の基礎研究(*)
通訳を介した電話会話の特徴分析
多層音親ラベルをもっ日本語音声データベース(*)
連続音声認識
時間遲れ神経回路網による音韻認識(*)
通訳を介した電話会話収集データ
目本語品詞の分類
簡易検索言語をもっ音声データベース管理システム
電話対話と端末間対話の比較(承 )
自然言語対話理解ワー ク シ ョ ツ プ講演要録(1987.12. 27-28)(*)
Hidden Markov Mode1を用いた日本語有声破裂音の識別
音韻データベース構築のための視察に基づく音親ラべリング
ホルマン周波数、 バンド幅の変形による声質制御(*)
種々の発生様式における識律バラメ ータ ーの性質について
種々の発生様式における日本語音声の親律の特徴とその制御にっいて(*)
目本語発生行為タイプの解析(I) (* )
テ キ ス ト ・ データベースからの演用表現の自動抽出
研究用日本語音声データベースの利用解説書
言語データベース用格・係り受け意味体系
日本語孤立発声単語における母音無声化の分析と予測
素性構造とその単一化アルゴリズムに関する検討
1llodular and Scaling in Large Phonemic NeuralNetworks(*)
会話テキス トの機械通訳のための翻訳単位の表現と計算(*)
言語データペース統合管理システム(:l,)
動詞敬語の相互承接にっいて一句構造文法理論を用いた構文論的説明一
解析用辞書開発作業に関する一考察
目標指向型対話における次発話の予測
言語データベース作成のための目英対訳対応付け
タイプ付き素性構造に対する操作:動機および諸定義(求)
Hidden 1llarkov 11lode1を用いた英単語認識
句構造文法にもとづく日本語文の解析
H M M音親認識におけるモデル継続時間長の制御手法(*)
日本語音親継続長における文発声固有の性質にっいて(*)
ニュー ラルネットによる英文単語列予測モデルの検討(*)
複合合成単位を用いる規則音声合成における単位選択尺度にっいて(*)
Typed Feature Structures:The Language and its Implementation(*)
合成用日本語音声データペースの概要
HMM音親認識に基づくヮー ド ス ポ ッ テ ィ ン グ、 (*)
Speech Research at ATR fnterpreting telephony Laboratories
対話文翻訳における英文生成システムの検討
ニュ ー ラルネ ッ ト ワークの音声情報処理への応用
解析過程の制御を考慮した句構造文法解析機構の検討
対話翻訳のための階層型プラン認識モデル
RETIF:A Rewriting System for Typed Feature Structurers(1l )
ス ぺ ク ト ロ グ ラ ム ・ リ ーディング知識を用いた音韻セグ、メンテーション ・エキスパートシステム ( * )
米語電話会話におけるていねいさの表現(*)
研究用A T R日本語音声データペースの作成 (別冊I連続音声テキスト)
研究用A T R目本語音声データベースの作成 (別冊lI不特定話者音声テキスト)

音声認識のための重み付きケプストラム距離尺度(*)
時空間的なマスキングパタ ーンから見た聴覚系内における音声スぺク トル表現(*)
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Na タ イ ト ル

A-C5
A-06
A-12
A-14
A-16
A-17
A-2C
A-21
A-22
A-23
A-24
A-27
A-28
A-29
A-30
A-31
A-34
A-37
A-38
A-45
A-46
A-47
A-50
A-56

A-60

A-63
A-69
A-72
A-73
A-75

C-14
C-16
C-17
C-18
C-22
C-27

0-02
0-04
0-07
[l-10
0-11
013
0-14
[]-15
0-18
[〕一21

0-22

スぺ ク ト ロ グ ラ ム リ ーデ ィ ン グ

音声知宣におけるスぺクトルターゲ ソ ト予測モデルの評価(*)
Properties of visualme lnory for b1ock patterns(*)
逆転 ラ ン ダ ム ・ ド ッ ト ・ シ ネ マ ト グ ラ ムの移動限界(*)
一人工耳及びダミ ーへ ツドによる測定一
コネクショニストモテ'ルと認知心理学
テクスチャ 一認識の心理学的研究の展望(*)
誘発電位による両眼視機構の研究
音の室説さと振幅包絡 ・ 

時空間フィルタを用いた運動視知覚モデルの検討
0n the Approx imate Realization of Continuous 1llappings by NeuralNetworks
色度ランダムド ッ ト,、、1ターンにおける運動弁別と領域分離(*)
誘発電位記録解析システム
VM S版S  A Sの使い方
リスプマシン上の音声処理ユーティリ-ティ ーSP I RE, synthesizer,PEF入門一
認知地図形成過程のモデル化に関する一考察
聴覚実験用へ ツドフォンアンプシステム
ATR NeuralNetwork Research on Speech Processing(*)
パターンの良さ判断に対するシンメトロピ一尺度の有効性
ア ーキテクチャとパフォーマンス

A ColflpuationalCochlear Nonlinear Preprocessing Modelwith Adaptive a Circuits(*)
視覚・認知機構研究における並列処理計算機N C U B Eの利用について
音の高さの知覚一「音響心理と聴知覚」 よ り一
Trajectoty Formation of Ar ln l1lovement by Cascade NeuralNetwork ModelBased on Minimum
Torque-change Criterion(*)
Objective Functions for Improve Pattern Classification with Back-propagation Networks
( B  P ネ ッ ト ワ ークにおける誤差制度の改良)(*) 
D'F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHMM音声認識(*)
神経回路モデルによる画像の情報処理について
C Gを用いた心理実験に基づく空間認知モデル
C Gを用いた心理実験に基づく方向評価モテ' ル
D F Tと聴覚スぺクトログラムを用いたHMM音声認識(PART2)(*)

觀念図作成支援システム試作
出版業におけるレイァウトに関する専門知識の調査
通信ソフトウェアの仕様記述法について
暗号研究の現状
セキュリティ研究の現状
Symbolics用日本語入力フ 1 : 1ント ェ ン ド ・ キー ポー ドェ ミ ュ レータ ー 「  J OK E R 」

光衛星間通信に適用可能な光デバイス、 通信方式に関する調査報告書
衛星間通信に際して地球大気分子による吸収の計算
S i選択ドープG a A s / A I G a A s量子井戸構造の発光応答
有機高分子の非線形光学効果に関する調査
選択ドープ量子井戸のサブバンド構造とサブバンド間吸収の解析
Electronic structures of GaAs/A IAs superlattices(*) ,

トランスポリァセチレン・ソリ トン付近の振動モードの研究(*)
非線形動力学の立場から見た神経回路網とその情報処理機能
リミットサイクルを詰め込んだ、非対称な結合行列を持つ、神経回路網の記憶想起特性
G a A s / A I G a A sおよびI n G a A s / A I G a A s量子井戸構造におけるサブバンド間
遷移
S I M Sによる化合物半導体中の不純物分析

なお、 レポートに関するご質問、 ならびにご希望がござましたら、 下記へお問い合わせ下さい。

0619-02 京都府相楽部精華町乾谷・三平谷
㈱ 国際電気通信基礎技術研究所 企画部 担当/津路 h 0 7 7 4 9 - 5 - 1 1 7 7
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音声データ ベースの追加販売について

ATRでは、 青声認識、 111t1'1i合成および1i資声知覚等の研究に用いる研究用日本語普声データベースの構築を
進めております。  ATR音声データ ベースは発 .1',した音1J を、  2 0 k H zサンプリングでディジタル録音し、  こ

れに高精度の音青iiラベルを付与してぃます。 このためきわめて効率の良い研究を行うことができます。  昭和

63年から8 ,500語相当の単語を主体とした青声データベース 4語者  (男女2人ずっのアナゥンサー、 ナレー

タ )分について販売を行つており、これまで20を超える研究機関でご利用を項いております。この度、  さ ら

に7語者 ( 5 li性5人、女性 2人のアナゥンサー ) 分 にっいて追加販売することとしました。  また、文章503文

(約10 ,000語)による連続ま ,- )' f データ (男性アナゥンサー) についても近日中に販売を子定しておりますので、
併せてご案内いたします。

適応機種

UN I X  tar f or ma tを標準とします

お問い合わせ先

〒619-02 京都1it-相楽1引1半l'1''f i、1基 」-,1' i 谷 ・ _二 - 平 谷
l全末1同除電気通信基確技術ff「究所 企画部

ij 1当  1:1'路 T E L  07749-5-1177

株式会社

国際電気通信基礎技術研究所

〒619-02

京都府相楽郡精華町車111谷・三平谷

企画部

0 7 7 4 9 ( 5 ) 1 1 1 1 (大代表)

700円(税込・送料別)
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